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轮されています。ソフトウェアおよびそのマニ;！アルは、そのソフトウェアライセンス契的にもとづ 
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Micro*of\-Windows TWVmioaM は、米 H マイク〇ソフト社の fi»*» です。以 FMkrao* Windows 
又は Wirnk )^ と省略します〇 

SyMcinSoft は米团システムソフト社の B 録商標です ♦ 

Mwiimizer, Any Key Resume. CARDSOFT は、米 H システムソフト社の B »» 供です 0 
PS/2 は米国 IBM 社の盆辞商霈です。 
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■フロッビーデイスクの内容が嫌み香きできない_ 

■押したキーと遣ラ文字が》示される_ 
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. .. 

■外部マウスが齡作しない . 

■ビープ音が_つている . 

■表示される日付や時衮|が正しくない_ 

■充霉表示用 LED が点灯しない--- 

■ サスペンド/レジュームで羹ない 


こんなことをしたい 


システム全体 104 

■スピーカの裔置を明節したい_104 

■スピーカから音が出ないよラにしたい_104 

■サスペンド•レジューム機能を使いたい. 104 

■サスペンド•レジューム機能を使いたくない . 104 

04 
06 




























START 

このセクシ 3 ンで tt 


•このセクションでは 

• WinBook Pro の標准霈能 

• WinBook Pro システムに含求れているもの 
• 取り抜い上の注廉 

• ff あ. はじめましよ3 
•ガイドの使い方 
•困つたときには 


ソーテック WinBook Pro ] ンビュータをお!！い上げいただきまこと 
にありがとうございました。ソーテック Wn 800 kfVo コンピュータ 
ii デスクトップコンピュータに匹*する礦能 € A 4 サイズの中に*!* 
した • コンパクトで多««なノートブックコンピュータです* 

このガイドは•ノーテック WinBook Pro コンピュータをどのように侵 
い、艚袴するかについて K 明しています。コンピュータ t ご使用に 
なる ( W にどうぞ最初のセクション t 注*深くお！*みください。この 
セクシ！ I ンの终りにはこのガイドの残りの部分でカバーしている各 
* 目(こついて * あなたの«験の*含に応じてどのように邋めばよい 
かの K 明があります。 




VWnSookPro の標準機能 


• 4«6DX4 マイクロブロセフ サ搭敏 
• 内* RAM は鳔準 SNfB 

• 32 ビットローカルパス 接狭で WINDOWS ァク七ラレー付きの VGA コントロ-， 

搐皲 

. 256 色 DSTNI0.4 インチカラー gOOX 600 ドフ ト解*赛 LCDffi 載 

• マルチ 田按 R モニタなどを 接 tt 時に、より* 解** の Windo ^^ S 示^ CRT 上に 衫能 

•LED による 各植® 作モード*示 

•3.5 インチ 3 モード内*ブロフビーディスクドライブ 

• キーボード組み込み型ステイツクポイン，マウス» 能 

•取り外し可能な 540 MB ハードデイスクドライブ 

• 2« まで* 着 可能な拡張 RAM モジュール 
•2 枚まで 典* 耵艴な 1 C 力ード用スロット 

• 16 ビットサウンド ft * と 音声 入出力«+«爾 

• AC アダプタ、 AC ケーブル 
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WinBook Pro に含まれるもの 


■ ハードウェア、 アクセサリ 


Wv > Boofr ；> ro ノ'•トブックコンビュータを構成十るために以下のようなハ'-ドウエアと T 
クセサリが含まれています。 

• WhSook Pro コンピュータ本体 

•取り外し可能なハードディスクユニット《本体に麩着されています） 

•取り外し可味なバッチりパック（本体に*着されています1 


M バッテリパックは比洧轉に w •紙膏はさんで.尊体に»舖され r い寘 r * 4廬のバッ 
テリパ7クの魅«の 3# s をお tt みのうえ、バンテリパック e 败り外し TWWf * り 
去り、褥ぴ縝鐘してください* 


• AC アダプタ零:和と AC コード 
•保 BEIT 

•ユーザ»»ガード 






トウェア 





ンなど 


PCMCIA カードを使用するための 
などいくつかの*利なブログラ 2 


ンド機能を利用するためのプログラム 
ストールされてい tt c 使用方法は 


- MS-DOS (HDD インストール *) 

このブログラムにより，基本的なコンビユータの操作つま〇, 情 相をディスクに書いた 
り新しいディスクを使用できるよう 準 * することなどを行うことがで S£ す。 MS.DOS 
はあらゆるブ〇グ9ムを实行させる*能を待ちます*その他のオペレーティングシス 
アムをコンビュータに組み込まない®り、コンビスータをスタートさせる*にいつも 
NiS»DOS を使用することになります0 


•マイク〇ソフト Windows (HDD インストール清） 

DOS 上で動作し，グラブィクスを用いて各植の用途に使用されます0マイクロソフト 
Windows (以下 Windi >^ と鷗します）により、アブリケーシヨンの換^や、が«單 
になり、问時にいくつか■のアプリケーシ3ンを走らせることができるとともにディスク 
上のフ T f ルの構成を管托することができます。 


•マイク□ソフト Work * (HDD インストール清） 

このブ a グ9ムにより、ワードブ〇セ7卄、データベース、表計算、パソコン通« (モ 
デム a 刖途_人が玄^です。）力听うことができます。このプログラムはあなたの仕亭 
に大きく役立つでしょう， 

■ガイド 

适付されているガイドにはソーテプク WJnSookfVo コンビュータをスタートさせ、碁本的 
な使い方を知るために必 S な情報が含まれてい2す， 

• WJnSoofcPro ユ■ザーズガイド（本書） 

このコンビュータの起 ft 方法、乎人れ、おもな* ft やユーテイリテイについて R 明して 
います< またオペレーティングシステムの主な使い方についても说明しています： 


• マイクロソフト Windows&MS-DOS ユーザーズガイド 

Wiftdowi の**から高#な使い方について R 明しています。 W « mJov « に対する操作は 
Window のアブリケーシ a ンの祿作と共 * する, rtt が多いため、 Wiinlowi のアブリケー 


シ s ンを使う前にこのガイドの; »* の2項目を R まれることをおすすめし1す争 
MS . DOS の初歩的»作、3マンド、 AW などについて合わせて K 明してあります c 
このセクシ 3 ンの終りには Window * と MS - DOS の主な機能について R 明しています。 
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システムソフトウェア 


WinBook Pro シスチ厶の MS - DOS 、 Whulc » w * のどちらも 样 雉に K 明されたマニュアルが別 
に*忖されています。ここではこれらのソフトウェアについて*取に*解できるように ft 
5を R 明しています， 

■ MS-DOS 

MS - DOS 〈または MicrosoftDi 汰 OpcxalinsSyrtem 、 一®的に DOS と呼ばれています 0 > は 
コンピュータの 電* をオンさせる度に 通* スタートさせるプ〇グラムです c このオペレー 
ティ ングシステムはその ft のすベてのブロ グラム ( Windows を含 A ます。）のためにコン 
ビューダと*轱した*本的な*建を 莆现 するものです0 

もしあるアプリケーシ s ンがあるデータをハード r ィスクもしくはフロッビー* r ィスクか 
ら a み込む必黌がでた場仔、また»圓に文字（ナキスト}やグラフィックを表示したい 
とき， MS . DOS がその目的に«用されます。 

また、 MS - DOS を®*使用することもできます。 a 十植の3マンドを" DOS ブロンブト" 
f 一 R 的に0 ) で，イブすることができます。ほとんどのコマンドはハードディスクあ 
るいはフロソビーヂィスクに対して何かを行う ft 令です0以下のようなことができます。 

• デ<スクの内容を表示させる 

•ディスクのファイルを 管理す る（コビー、消去、名*¢8) 

• システムのメモリを 管 3する 


WiftJws のアプリケーシ s ンのみを使用するなら、あなた力* DOS のコマンドを * 格»る« 
金はたいへん少ないでしよう e DOS のアブリケーシ 3 ンを*用する場 fr でもそれらのアブ 
リケーシ 3 ンをスタートさせること以外に DOS コマンドを少イブすることは少ないでしよ 
う0またアブリケーシ a ンの中で、それら自身があなたのデータを保存したり，コビーし 


たりするのに使われることがあります。 

さらに酹しいことを知りたい場合に UMS * DOS のマニユアルをご舞:ください* 


■Microsoft Windows 


t DOS のもとつ 
t ペレーテイ 


はなく、オペレーテイングエンバイロメント I # 作環境）といわれる<»のになります。 
Winches の目的はアブリケーシ51ンを使うのをより*爆にすることにあります。また DOS 
にはないいくつかの#能を提供します。 

WiiKlowi においてコンビュータの8面は"デスクトプブく机の上}"と呼ばれます c Win - 
dws の名耵はデスタト*/ブ上で使用されるファイルやブ〇グラムを貪む、四角い■綠2た 
は* {ウインドウ）から由来しています。 

それぞれのブログラムや、ファイルはデスクトブプ上に"了イコン■と If ばれるもので*現 
されます。マウスを使って各«の躁作を T イコンに W して行うことができます 《Windowi 
ではマウスの代わりにキーボードによる操作を行うこともですが、その®率や、摊作 
* はよいものではありません 《 Windowi を使いこなすにはマウスか、ステ イプ クポイン， 

のボインタ（矢即） 



を移動させ、 


あなたは H 畤に 
ことができます 


ンを2囬押す（ダブル•クリブク〉ことは，そのアブリケーシヨ 
を: t 味します。 

プリケーシ a ンをそれぞれのウインドウにおいて実行させる 







ラに 
してい i 




取り扱い上の注意 


VWnSookPru システムは离品*の Wft から«み立てられています。しかしながら、大き 
なシステムにくらべて小! Btt * のこのシステムはよく持ち運ばれて使用されることと思い 
ます。この点からみてあなたのデータ失われたりシスチムがダメージを受けたりしな 
いよう、以 T に R 明する各項目について持に注*を払〇てください。 


• コンビュータを落下させないでください c また重いものを:7ンビュータの上にのせない 
でください《 

• どうしても必 R なと$以外は、ロンビュータの B 作中、特にハードディスクやフロプ 
ビーデ<スタが動作中にはコンビュータを移®させないでください 0 また電*オフ逋後 
lOfrS ® も移動させないでください《ハート•ディスクが完全停止するまで> 〇 
• ACT ダブタを«用しているとき、霣薄が I 0(«40 V の feffl であることをお»かめくださ 
い。このことは# n に持ち*んで®用したときに特に蘆*な項 y です* **鼇田がこ 
の e 曲を«えている場食にはけっして ACT ダブタを*し込まないでください〇 
• コネクタきをつけたり、はずしたりすると i にはその欺にコンビュータの電»をオフし 
てください。 


* W 日光の在たるところで長!»两コンビ;*■一夕を*用しないでください离潘度の場所 
らの相対度）やほこりの多い場所または*れた手でコンビュータを使用しない 


( 20 . 80 %¢ 
でくださし 


• 砑<8材の入つたものや目の苽い*などで、ディスブレイの表面を拭かないでください， 
•« 動を癸生するもの、«界を«生するもの、有#溶綱， « bl 性のガスの a くにコン 
ビュータをおかないでください〇保*できる溫度の範囲から的*までです。 

* AC アダプタはソーチプク WhBcx>k Pro コンピュータ以外には«闬しないでください〇 
• AC アダプタのケースは分解しないでください。この AC アダプタは«现するため分解す 
ることはできません。 


•ACT ダブタを着 K 寸厶ときには、コ ー ドではなくケーブルのプラグを持って行ってく 
ださい。 

•AC アダプタを遘«の大 i く »なるところにさらさないでください。 

• AC アダプタ t ほこりや水気のあるところにおかないでください。また性ガスのあ 
るところつ1り、有**期などのあるところにおかないでください。 

• AC アダプタを熱の*生する物のそばにおかないでください。また * 豺 H 光のあたる場 
所に枚置しないでください。 


• AC アダプタをなげたり、 * としたりしないでください d J た上にものせないでくだ 



• もし、 AC アダプタから何かこげるような奥いがしたり、 AC アダプタの*面がたいへん 
鸚いときには也ちに AC コードを抜いてください0 
• LCD 1**デイスプレイ）の*囿についたごみを取り» く場合にはやわらかい布を 
使って、注 Arl く拭いてください《>最寄りのコンビュータシ3ブブには画面を拭くた 
めに專明に作られた*が®兜されていますので、これを«用することもできます。 

• プロ.ツピーデ<スクを}*除する場 ft には市販されている、 3 J インチタイプの a 式〇ク 
リーニングディスクをお求めのうえ行ってくだ？い。 
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以下のソーチックの部品は定期的に交換していただぐ2、*があります。 

-充電式パプテリパフク ♦ 充電を行うことができなくなったとさに交換します。 

に样しい ii 明があります〇 > 

••- ノ <•? チリ。このパッチリは内»の畤叶、カレンダに*»を供給していま. 
一夕の電#をオフさせたあと、 CMOS バッテリエウーが次の！*オン特に表示 
うになったら、お求めの代理 ® に*池を交換するようご} B 示ください0 




專綱のパ V テリパック 

どのがあります， 

し T ください* 


ク以外のもの f コンピュータを ft 作 
• ソーチフクの# fiT る州 oeook 


させるために信用す恭と、霣也が破»するな 
Pro 蓴用パッテリパック f お求めのうえ交癱 


:: There is adi 
icompolftf. R. 


danger of explosion if you insert a baltory other than 
leptooe ony win an W\n6ook Pro botMry auttwz® 


thebatte/y 
SOTEi 


lrrt«ncMKM 

C 




さあ、はじめましよう 


VV^iBool(Prt> に付諷してくる各ガイドにはコンピュータをセブト了ププし、操作するため 
に必 * なすべての 情 箱が含まれています。 】窣 では VVVnSookProS •初めて使用する場合に 
どのようにしたらよいかを以下の各ステップにて K 明しています。 

1) システムを 構成す る各部に慣れる 

1窣は、コンピュータの各部をどのように}*作すればよいのか、知っておくべき槪果を 
»明しています。 

2 ) バッテリパックをコンピュータに«み込む 

WinBook Pro] ン ビュー タは AC*» またはパッナり ** のいずれでも動作させること 
ができます。 * 品出費のとき，バッチリパブクは充*された伏#ではありません。充 
電するには一*装着されているパッチリパックを取り外し、本体とバフテリパックの* 
子のあいだに抉まれている絶緣*を取り鰍いてから W ぴバッテリパックを*着してくだ 
さい。 

充電は AC アダプタが 供 «?れ、コンビュータ tW* 用していない伏®で、間30»で 
完了します。 鼇 •也の 較着 方法は1章の各*の R* の後に R 明されています* 

3) システムの_刻と日付を校:®する 

i 章の終りでシステムの B 閜と日付を奴*する方法を说明しています。 

これらのスチップ t へて、アブリケーシ a ンソフトウエアをシステムへインストールす 
る準儋が整います。 

以下の表は始めると j にどこに* i 明があるかを知るための手掛かりとなります。あな 
たが* BB のあるユーザの 場 分で t、x マークのついている 項目 （《 験者 向け}は 確 a 
していただけるようお願い致します。 


作*項目 

ft 明の場断 

♦Mitt のかたは 

基本的なシステムの供成の板* 

1單 


パッチりパックの*着 

1* 

X 

3ンビュー，の包動とセフトア，7ブ 

1拳 

X 

データ格納メディアの取り扱い 

2単 


キーボードを使う 

3聿 

X 

バッテリを使う 

4章 

X 

逍加オプシ a ンを*!着する 

7寧 

X 
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本文中の表記について 



この卞体で害かれている文字は示されているとおりにキーボー 
ドからタイプ5れなければなりません。特に柑示がなけれぱ大 
文字、小文字の区«はありせん。どちらでも«用ナることがで 


Systen Configuration この字体で書かれた文字はコンピュータの电谢に!!示されてい 
るものであることを示しまナ 3 


この sa でく くられた文字列はその文字の^*;すようなキー操作 
を示します。たとえば < Emo > は " Emer * •と印卞されたキーを押す 
ことを示します《 



キーポート•のキーはこの字休で E 述されています〇 «数のキー 


を«み仓わせて押すとさには♦でつなげています。この例では 
Xlrt と印字されたキーと C と印字されたキーを同時に押す"こと 



注*していたださたいことが害いてあります， 




搛忭刊 tt 上また UJR りあつかい上必ず任んでいただきたいことが害いてあり2 


知っていると««なことが香いてあります.. 



つたときには 


このガイドを f 厢してもソーテフク WioBoolcPro コンピュータに II する两1|が解決しない 
場任には、以下のチクニカルサボートセン，にお M い合•わせください。 

電貶番 9:046*66 W 356 

#会社ソーテックテクニカルサポートセンタ 

毎 a 月®日から金*日の午 IR 10 時から午後4玲まで（祝祭日をのぞきます。〉 

この*冷にかける前に以下の項目を潭«されているか SS してください。 

• どの代 a ® から w 人されましたか？ 

•コンビュータのシリアル#今（»进金9) 〇 これはコンビュー，の底面に貼りつけてあ 
る、ラペルに印剧してあります0 
•問■のできるだけ w しい内容 
• コンピュータそのもの 

その tt の方法として、その M * の«1«をこのに忖*するテクニカルサポート FAX シー 
卜 E 人用紙に E 人いたださ、以 T の*号あて FAX で进付いただく方法もあります0 

FAX 番号:045"€62»0656 

格式会社ソーテックテクニカルサボートセンタ 

また、嘗面の«送2たは*品の送忖の宛て先は以下のところへお»いいたし；1ナ„ 

なお、ご»送の b に u ： 必ず_人時と冏じ愐 a 1«包»、パソキン）にてご返送■(いまナ〇 


B * 番婦231碎系川県檑浜市中区太田町 4*65 横 ifiR 車道ビル 
技式会社ソーテックテクニカルサポートセンタ 






First Step • 


•この簞では 


コンビュータの縛げ«め 

asomw . 電源とマイク〇プ〇セツサシステ厶 
スティツクボインタ 
コンビュータの起® 

日付、時刻の設定 
コンピュータのリセツト 


この章は ソー テック _6〇〇^内〇 コンピュータの*本的情成*とど 
のようにプリンタや外部モニタのような BiZ 2 装置を«好するかにっ 
いて_しています。この窜の最後ではまず最初に必ず行わなけれ 
ばならない、いくつかの特別な««の搛作方法 t 含めたコンピュー 
夕のスタート方法について K 明しています。 

そののコンピュータを使ったことがある場含は、この隶のいくつ 
かの®目 U 用ばしたくなるでしょう.しかし、システムの*成 A . 
起 U 、 システムコンフィグレーションの方法については一#目 ta 
しておいてください0 



コンピュータの開け閉め 


もし以*の现目で r 明した注意 us をお a みになっていない場合*はこの先に ist / in •にどうぞ 
注重点をお R みになってくだ？い。 

■コンピュータを翮ける 

コンピュータを鼷けると S には以下の絵のように; I ンビュータをおいてください ♦ 
ここにはコンビュータの SB にスライド装置がそれぞれ I つずつあります c 



|>フンビュータの齣に向かって躅方のスライド*置（イラストに示すように1をスライド 
させます。 


2> カパーを LCDS 面の見やすい角度 i で M きます,. AC アダプタが#»されていなければ 
I 90 S 1 で蹰けることができます。 




r ンビュー，を W じるには車*!にカバーをもとの位諷に展し、ラッチがかかるま • 
，く押します。（ガバーを用じるとさにコンピュータがオンの状®だったと i 
:ュータ a 、 味で R 明するサスペンド状*に入ります。作業を«ける*合は力, 
•、 m かキーを押します r > 



WinBook Pro 各部の外観説明 


■左前から 



R エリア 


LCDWlft 
LCD 触 


相螂嗖»螫ノブ 


3 uxr«w コントラスト MC ノブ 
4スチータスし ED _ 

7 坩相スイ，チ_ 

10リセ v トスイ y チ_ 

14 FDD 

6 キーボード 


9ステぐ y クポインタ 


5 HDD スロット 


各 LED にはシンボルマーク^ wa されています c 各シンボルマークは以下の*のような对 
応となっていまナ。それぞれの LED の意味はこのあと ft 明されています。 


La 

充鼇状* 


mr 状《 

L ^" 

電*状* 

1 

NUM ロック状® 

\ E ~ 

HDDttSS 

A 

CAPS ロック状* 

回 

FDOttSS 

丄 

SCRL ロック伏® 
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WinBook ProS 部の外観放明 


1. LCDn 

LCD 圓面は LCDO 背後にある用明により用らされ、コンビューダの使明中は通* *.«! し 
ています0蕙»の«用畤 * を们き沖ば十ために指定した R5J •のあいだコンビュータが使 
用にないとさ、自動的に■明鈐置を切ることができます。何かキーを押せ1幻£の使 
用できる状.«に6?ります。 （5 章の H システム 3 ンフイグレーシ a ン"の頂目を ff せて 
お S みください。） 

2. LCD 圖 面の 嫌度«膻ノブ 

LCDlli 曲の明るさを鏑整1■るために使用します，見やすい明るさに調整してください。 
ただし、明るくすればするほど鬣池を消»€し i す。 





4. ステータス LED 


ここに盖ぶ数*の LED (発光ダイオード） UWVnBookPro の»作伏想を示すために tt け 
られています c 



5) CAPSoy ク 


1)HDD アクセス 

HDD の«用中にこの LED が点灯します。 


この LED が成奵中にコンビよータの霉■争オフにして U いけ t せん • 


2) FDD アクセス 

フロツビーディスクド9イブ（以下 FDD) の使用中にこの LED が点灯します： 

3) CPUttB* 示 

CTU のスピードに応じて LED の色が変化します。錄色に.0¢灯していると CPU は««のス 
ビ”ドで動作してい i す0パワーセーブ#1¢あるいは CTU スビードを LOWX ビードに 
B 定すると、オレンジ色に点灯します。 


4) NUM □ック 


NUMD ワク状®にあると、この LED が点灯します。この状*のと•今エンべデプドキ ー 
バッド部分^使えるようになります.. （3 章も併せてぉ«みください • > 


5) CAPS □ック 

CAPS ロブク状*にあることを示します。このとき、アルフアベ7トキー U シフトキー 
を押さずに大文字を入力することができます。 


6) SCRLO ック 

SCRL ロック状»にあることを^します。このモードにおける使い方アブリケーシ a 
ンブログラムによって異なります。 
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WinBook Prog 部の外観税明 


5. HDD スロット 

HDD 力ートリッジがここ ua 納 されます，後述する、 HDD 力ートリフジ取り出しボタ 
ンを捎すことにより， HDD カートリ:7ジを前に引き出して、取り外すことができます0 

コンビュータがオンになつ r いる WUHDO 力一ト リッジ f 取り外？ないでくだ6い* 

6. キーボード 



キーボードに WL ては3章にある R 明をお R みください。 

7. ** スイッチ 

このボタンを押すことで、フンビュータの電身をオンオフさせることができます， 


# ハードディスク （ HOD > やフ〇ツビーデ < スクト•，イブ ( FDO ) 中に霉■をオフにしたり、コ 

ンピュータを動かしたりしないでください * 霣; It オフにした»，鬲ぴ電源そ投入する場含は15»以 


8. 拡强 RAM エリア 

このカバーを持ち上げることにより、 cyfcRAM モジュールを*着あるいは取り外すこ 
とができ i す。その方法につ、、て詳しくは7車の««明をお»みください.， 

9. スティックポインタ 

キーボードの中央にある小さな突 e がスチ ィッ クポイン，です。この«置はマウスの代 
わりにブログラムの中で«苗することがでさます、.突起^先 as に指を«くのせてカーサ 
を動かしたい方向に g く押します。 w しい使い方についてはこの寧の推半をお r みくだ 
さい《 

10. リセットスイッチ 

システム t リセットする場含にこのボタンを押します。この»作により • 使明している 
すべてのどんなブログラムもデータをセーブせずに終了し、システムカ 《D0S を再ブート 
Iます。一»的にシステムが“ハング（凜«してしまう} • 伏®のときか、キーボード 
からの人力に対して 5US しなくなってしまったときにのみ«用 L1 す~ 
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11.ULED 


：7 ンビューダの電*がパ 7 テリのみで使用時；：:オン状*にあると、峰色に JMI します。 
パプテリ使用時にパ7テリパフクの残鼉が少なくなると、オレンジ色に A 灯変化しま 
す AC アダプタ入力が薄*されている場也黄色に Afl します0システムがサスペン 
ド次®にあると LED はそのときの電«条件〇色にて点滅します。 

12. 充電 LED 

この LED は現在の電池の充*の状»について S 示を行います • 

鬣 池力 1 ^*中 U オレンジ色に点灯します。 

電池が 瀰 充電になると、 綠 色に点灯します0 

光電中になんらかの異當が»毕 L てそれ以上充電が継*できなくなった場合は ffl 灯し f 
す。また電 J6 のみで AC アダプタから給電されていないと i も淸灯してい1す • 

13. 1 C 力ードスロツト 

この M： 力ードスロフトに PCMCIA* 格，拠の 1C 力 一K を*着して使用することができ f 
す。 PCMCIA カードを使印するときにはソケットサービス、カードサービスを始めとす 
るブログラムをインストールする必*があり t す。烊しくは7拿の»明をお»みくださ 


14. FDD 


ここからインチフ〇フビーデ f スクを？*!入します。フ n ヮビーディスクを抜くとき 
には FDD の左俩にあるボタンを押してください。 






WinBook PraS 部の外親 ^ 



2- SPEAKERS 子 


1. 内覼スビーカ 

Wmm 径の* S スピーカ（そノウル〉がここに内蔵されています。コンピュータの中で 
牛.庄される者がここから出力されます。食量は <Fh>^<F2> キーにて大 J く、 <Fn>^<F3> 
にて小さくすることができ S す0 


2. SPEAKER (外部スビーカ） 


外#スビ^-力をお持ちですと，外 K スビーガのケーブルをここに* R して、より音霣の 
R いサウンド 供 能（ステレオ）を«用することがでさます。» 量は <Pn>^<F2> キーに 
て大 i く、 <Pn>f<F3> にて小さくすることができます 0 


jMk へッ K フ考ン t たはイアフ荦ンの If 用は ft すすめでき*せん • コンビ a- 夕の!«条作がわからな 
胃いで使用すると、期挤しない大，な音がヘッドフオンから出力される塌合があり.最艨の埸含、》な 
たの頁に雇力！•言を； a こ r 可趣性があります， 


3. MIC IN (マイク入力〉8■子 

マイクをお持ちの場合、マイクのケーブルをここに*鞮して外部の资を IVlTTBookPro の 
中に込み W 用することができ it. 
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4. LINE IN (ライン入力） _ 子 

CD プレーヤなど音響«置の出力をこの*子に*«することでその音を WfnBoofcPro ^ 
中に取り込み利用することができます c 

■後ろ右から 



1. DC 入カコネクタ 


ACT グプタをここへ»较します， 


2 . 躅辺 a 器搐縝ポート 

用 22後器«*格» する各ポートがこのふたの中にあります〇 ノブを下げながら、ふたを m 
けてください ♦ 
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—ムウェア格納部分カバー 

一夕 の基本®作を決定するブ CT グサムの書き込 i れたにが、このカバー下に典 
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トリッジ取り出しポタン 

ジを取り出すときにこのボタンを押します。 


■底面か 

2パプ 









着されています。この部分はソーテックテクニカルサボー}•センタでのみ*用する B 
的にれているので、 M けないでください0 


■两辺銕置への接《1部 

用.機器の接骏 方法については7 車を お R みください。各ポートにはシンボルマークカ嗍 
まれています。各シンポルマークの意味は以下に示すとおりです。 


OOI 

シリアルポート 

DI 

外* CRT ボート 


プリンタボート 


外®キーボード•マウスボート 



. シリアルボート 

シリアルのケーブルを経由して、外®モデムなどのシリアル ws 濟 s を**し i 
す。このボート （ COMPORTA > は通背ではで OMI " (アブリケーシ3ンが街宛する 
シリアルデパイ X 畨兮のこと）に杜定されていますが、5寧で ft 明するようにシステム 
3ンブイグレーシ a ンにて C 0 M 1 から COM 4 まで拉采することができます。 






WinBook PraS 部の外顫轵明 


2. 外部 CRT ポート 

外 WCRT を接毓します。 

3. プ II ンタポート 

パラレルプリンタをプリン，ケーブルを«由して*袋することができます。このポート 
は*常では "mr (シリアルポートと问嫌なボートの番号）に»定されていま 
すが必*があれば5章で R 明するようにシスナムコンフイグレーシ a ンにて LPTI から 
LPT 3 まですることができ i す0 

4. 外部キーボード•マウスボート 

外部用キーボードを裉親することができます*また刖途 m 鼴のキーボード•マウス 
アダプタを使用すれ ixrea マウス*•播纊することもできます。7拿の k 明をお h みくだ 

さい。 



5. 1 C 力ードボート 


PCMCIA* 格， イブ 2の 1C カート • を2抆まで*着することができます 0 タイブ 3の カード 
の場含は下の スロツトに I枚»着することができます，7奉の»明をお狭み ください • 
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スティックポインタ 


WrnBoo * Pro コンビユータはスチ/ックポインタを*償しています。スティックボイン 
夕は VWnBoo^Pro のキーボードの中央 W m \T “ B " 〇各キースイヮチの閜に位置して 
います。マウスを使用十るプログラムの*含には、 « ffl 上のポインタを* S の位置に移動 
するよう、 X チィックボインタの先瓚に搰を触れ，6 く上下左右方向に W してください。 
また、本嫁の期 (6 にある左おのボタンはマウスの左右のボタンにそれぞれ相崁します。 
ステ< ブクポインタは，どちらかの手の入相し»で操作します〇好みによってどちらかの 
中} s で操作することもできます。マウスの場舍と问樣に、ボイン，を動かしたい方珅に e 
く押してやります。叉テ Y フクポインタそのものは H 定されており、指で押しても動き 
ません。スチィプクボインタに}&により加えられた圧力を自 B 的にコンピュータが検出 
して、マウスと向様のを««します。 

スチイックボイン，（マウス）の使い方についてはそれぞれのアプリケーシ a ンブログラ 
ムのガイドを#»してください， 



■スティックポインタの奴* 


スティックポインタマウスと瓦携性があります。 

•外部キーボードポートに PSi 2 マウスを直接接練した場&は、内«のスティックボインタ 
は*止され， HB に*#した P &2 マウスが«先して！*作します。 

•外®キーボードポートに キー ボ^-ド•マウスアダプタを « 由して PS/2 マウスをした 
場合■は、スティフクポインタと外部に裱後した PM マウスを冏特に«用ナることができ 
ます。 

• HB シリアルボートにシリアルマウスを使用したときには，内部のスティックボインタ 
を»止8»2にしないと， ffi 用するブログラムによってはうまく勳作しない場食があり2 
す。このようなときは、システムコンブィグレーシ3ンプログラムを呼び出して、 
SiicicPoanicr を Dibble に L てください。5章の»明をお»み卞さい。 



電源 


WMSook Pro コンピュータは、専用 AC アダプタまたは、充髦可能なパプテリパックに 
よって！)作します。 




AC アダプタが*着されてから片2叫閬30分で、パプテリパフクは#充鼉の状想になりま 
す〇 

パッチりパプクの使用方法の 詳 しい内容は4 拿を お«みください。 

VVV ?8 oo * ffVo コンピュータはこのほか内«(こリチウム 電池を* 着しています*この電池は 
W ^ eookP ^ UJJt , ガレンダとシステムコンブイグレーシ3ン内容 を 保待するために« 
用されています 
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マイクロコンピュータシステムについて 


WnBoofcP/o コンビュータは、 _6DX4 マイク a プ〇セ7サを搭軟していまナ。クロッ 
ク it* は選択できます《通いクロックは電袍の«用坤間をより*くするために還兵するこ 
とができます & 

一時的にク n 7 クスビードを還択することがでさます • 鑷に <Fn>^T> を押してくださ 
い。（システム U 常に2いクロックスピードで動作します 0 を押すことで遅い 

スビードに*とすことができます。もう一度<1=〇> + <1>を押すと遑いクロ7クスビードに 
R ります • > 





し_夕を スター トさせる 


コンピュータをオンする麻に、用辺供 S をすベて* R しておかなければなりません s «辺 
«»の解说については7章の R 明をお R み下さい。 

このセクシ a ンでは以下の R» を知ることがでさま 

• ソーチック l/VlnBoo^Pro コンビュータを*初に tt 用するとき 
•内 8E 特叶、カレンダの時«、日付をするとき 

■ここで必*なもの 

• WinBook Pro ト トブックコンビュータ 
• ，用 AC アダプタ 
• 付*の AC コード 

■ AC アダプタの接韆 


B Wineoik PW コンビュータ(こ»付された AC アダプタ以外 U 嫌於に使用しないでくだ# 
い • 


AC アダプタを««します》 

コンビュータの出衔時にはパッチリパックは空の状®になつているので，3ンビュータを 
スタートさせると？には AC アダブダを用いることが必»です《パブチリバックについて 
の»しい内®は你の R 明をお81みください ） 〇 


B パッテリパック U 出霄鳟に絶!！紙をはさんで，寡谇に鷗儀されています，4章のバン 
テリパ v クの* Bt の項目％お II みのう式.バッテリパックを败リ外して絶鑤班を取り 
去り.再び⑽看してください0 


AC アダプタのケ-ブルを，コンビュータの後ろにある DC1N コネクタに差し込みます。 
AC コードの 一屬 fAC アダプタし込み、もう--鏞を 3 ンセントに差し込みます （ 100V 
から2我) V * 相の交班）.. 


R「ststep 






■ AC アダプタの仕様 


人力 HE 
人力*班 

田坡 R 
出力 * E 
出力《流 
動作 SWtft 囲 


100*240 ボルト*#)交* (自動 »(£ 切り»え1 

1.005 アンペア 

50 f たは W ルツ 

19ポルト 

2*22ァンペア 

5-35 X ： 


■コンピュータの電源を入れる 


コンビュータを i だ闢けていない場 ft は、コンビ; x —夕のカバーの甬»にある*@4■コン 
ビ;1一夕の蔺に向かってスライドさせながら、勿パーを持ち上げ開いてください ♦ 

バッテリパフタがコンピュータにすでに裟着されている場合は、コンピュータの中央奥の 
□の uu > がオレンジ色に点灯します〇この点灯は、パプテリパフクが装着され、充電が 
行われていることを示 L ます0 ( 4 章の充電の項口も併せてお#みください。〉 

キーボードの右領上艇にある電两スイッチを抨して、はなします|间じ動作で、コン 
ビューダの！*をオフさせることができます> 〇 



充電 LED が点幻する 


MDDt た C 1 PDD がアクセス中で A ると•には給対に電 * f オフさせないでください • 霣#をオフし 
た A とは少なくとも以上情ってから、興*オン!！せてください， 





コンピュータをスタートさせる 


■最新情報をよむ、バックアップを取る 


«杪後、システムは自己珍断微能を¢1動的に史らせ、その格*を mffius 示します，その 
後システムは以下のような“ようこそ メッセージ” を*示します* 

この状 JS で LCD 右■にあるノブを a して、コントラストと**を a やすいように!■整して 


ようこそ 

WlnBookPro をお貢い求めいただ S まことにありがとうございました0 
わたしたちのコンビュー，を»杓用になることでお客 W の仕事、生活が一 
雇％*されることを期舟していまナ〇 

株式会社ソーテック 

なにかキーを押すと91>«きパックアフブデイスケフトの作成の作*に移 
ります • 

バフク* r 7ブ怍集*、以下のようタイプナるとユーザーズガイドに S 己され 
ていない、«新の情報を知ることができます0 

CV>READM&cEmer> 




システムのハードディスクに**出 ffi として格«されているブログラム • データの内容は 
方が一のときのためディスケットにパックアップがとれるようになっています《 
メッセージにしたがって最初にバフクア7ブを取っていただくことを強くおすすめしま 


■内部カレンダ、時針を設定する 

VWnBookPro コンピュータは内部に畤叶、カレンダ Biffi を拎ち、常時これ力诉を刻んでい 
ます。この情報はデータブ r イルを作*したり、*更したと$などに利用されます0 
-噃最初にコンピュータをスタートさせたときには日付 •»« は合っていません。日 ff •時 
«を投定するには DOS コマンドの DATE と TIME を*用してください。（システムコン 
フィグレー シヨンにて日忖•時刻を介わせることもできますが、 DOS コマンドを使用した 
はうがより*单です〇 ) 

以下の各ステップは内® WS トカレンダを1¢¢する方法を示しています。 DOS ブ13ンブト 
にてはじめてください。 
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1) DATE とタイプし T < Enter > lff してください • 

«在の日付が#示され、あなたが If しい日 ft をタイプするのを待っています。 

•英 BDOS- 

Current date is Thu 06-23-1995 
Enter ne^ data (麵 M*j-yy) し 
•H 本播 DOS* 

現在の日付は 1995»05-23 ( 火）です， 

*S しい日付を入力してください ， (yyn^-dd) : 

正しい日付が我示されている場合•には <Emer> を神して、本:!マンドを終了5せて DOS 
プロンプトに度します〇もしシスナムの日付を*更するなら， 

2) «在の日付をタイプして < Ent # r > を押し*す. 

月、日付にはIまたは2ケタの R 字を、年には西*下2ケタの数字をタイプしてくださ 
い。それぞれの閜にはハ f フンを，イブしてください。 

3) TIME とタイプして < Enter > を押してください • 

現在の時 S! が*示され、饫しい畔糾をタイプするのを玲っています。 

•英 RDOS. 

Current time is 11:23:02.06 
Enter new Um ： 

• 日本 Sdos- 

S 在の時 11:23:02.06 

新しい時 «f 入力してください。 

正いが表示されている場合には <Emcr> を押して、本 コマン ドを終了させて DOS 
プロンプトに屏します0システムの WS を*更ナるなら， 

4) 現在の••刻をタイプして < Enter > を押します. 

時間、分、技をそれぞれ2ケタの ft 字でコ a ン， • で区切りながらタイプしてくださ 

い • ：2a»«SE) 


裊にシステムの«两が; A えて*かれ豢しまうことがあるかもしれません r 多分あなた 
は パフ チリで fcft させていてシステムが fiti 的に um 力状 « になったと;：ろをご k に 
なったのだと考え家す*キーを何か^ r ばまた元の邏®に復鑤するはずです t 雀電力 
モードののしかた.使い力(こついては 4 康のバッテリで_させる、 S * のシス， 
ムコンフィグレーションの■目を打 II みください • 



L _ 夕をリセットする 


a ンビュー，が何の反応も示さなくなゥてしまったときには、システムの電#をオフにし 
再*オンにする代わりに、リセフトをかける：：とがで ii す，ただし，リセット換作はシ 
ステムがサスペンド状*にあるときも古めてすベての RAM の時的な E 值をすベて消去 
するので黨鬌なデータはあらかじめデイズクにセーブしておくことをおすすめします。 
MS-DOS においては、キーボ••ドの < Clrt > と网時に < C > を押す，または <Brenk> を押すこと 
により，ブログラムの*行を中止し、 MS - DOS のコマンドブロンブトに R ることがで$ £ 
す。 エラーが おきてしまった場食、リセットをかける前にこの方法を一度拭してみてくだ 
さい • 


リセット以外のいかなる方法によってもプログラムから»け出すことがで僉ない壜合 t のぞいて • リ 
tv 卜をかけないでください • 一 a のプログ，ムに u 撕しいデータ％セープする場合、正幾の方法で 
プ a プラム t » T させなければならないプ a グラムが A ります.このようなプ a グラムを使甬してい 
てリセントをかけると、データの i _ 失につながる壜含があり 



ー ボー ドからコンビュータをリ七ットする場合は、 《 cQH >^< All >4< Del > の各キーを向特 
押してくだ？い。 

し、キーボードが反 (5 L ない場合には、リセフトボタンを押してください • まちがえて 
セットがかからないように，このスイ7チは*:皺的に押しにくいように R 財されてい ; t 
,このスイ•ノチを押す場 fr にはボールペンの先かクリッブをまっすぐにしたようなもの 
W してください。リセットをかけると K 面は一咚的に表示が消え、その後コンピュータ 
MS - DOS を再び〇— ドし i す（ハードデイ X クまたはプロ 7ビーデ< スタに MS - DOS が 
き込3れている場合）。 










ディスク F ライブ • 
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#この章では 

•ハードディスクドライブの手入れと取り抜い方 
• フ〇ッビーディスクドライブ fl > 手入れと取り扱い方 



ソー テック WlnBookPro コンピュータには20のディスクドライブが 
«* されてい5す。 

•2.5 インチ UK 可*なハート•ディスクドライブ ( HOD ) 

•3.5 インチ3モードフロッピーディスクドライブ （ FDD ) 


ハードディスクドライブ 


VftnBookPro コンビユ ’に姨着されているハードデ< スクド9イブは • 工場組立蒔にす 
ぐに«用できるようにパーチイシ a ンとフ，ー マツ ト拓瑁がされています。また VDOS、 
VWirutows、 と名忖けられたサブデイレクトりが作成され、 DOS や Wuidowi のファイル* 


がすでにコビーされています 4 

VVfriBoofcPTO コンビユータのハードディスクドライブは取り外し力呵«です。特宋さらに 
大容曇のハードディスクドライブが用意されたとさに交換すること力 ng 錄です • また、別 
にハードディスクドライブを用意し、そこへ各種のアブリケーシ s ンを用意して必要に応 
じて交換したり、フロツビーディスクを経由してデータをコビーし、そのハードディスク 


ドライブを安全〇ため利の場所へ保管しておく事なども可*です0 


ハードヂイスクド，< ブ t なげたり • 落としたりしてはいけません • ，た鑷 I ?や、磁 If の « ET るも 
の（テレビやス笋レオのスビ-力など）の近くにおかないでください， 


■ハードディスクを取り外す 


/Mk ハードデイスク爹取り外す，あるい u « 着する n に必ず3ンビユータの電*がオフになウてい恭こと 
をお蹐かめください • サスペンド状®でもいけません • またソーチックの親正ハードデ<スク t ご使 


■ハードディスクドライブ（以下 HDD ) を取り外すには 

コンビュータの**をオブにしてください（コンビュー，はサスペンド.レジューム仗® 
ではいけません，林しくは4拿の»明をお«みください J • コンビュータ *« にある HDD 
カートリッジ取り出しボタンをしっかり押し込んでください。さらにもう一方の手で HDD 
の下«の前面«を持ちながら、府に向かってゆっくり91き出しますくこのとき HDD を*4 
したりしないよう十分注* L てください》。 










イブを 《 著する 


ハート，ディスクドライブ （ HDD ) を装着するには 

コン ビュー タの電源をオフにする（サスペンド•レジュームモードではいけません。絆 
しい内容は4章の»明をお妖みください）。 


幻 HDD の»着スロットに HDD を静かにスライドさせながら擰入します。 * 面の HDD イ 
ジエクトボタンがたいらになるまで、ゆっくり押し込みます。 HDD は ffl に示すような方 
向にしか*着できません。 HDD が fMU 二！*人できないようなときには決して力をこめず 
に、もう一*正しい向きに HDD の向きを入れ替えてください。 

ドライブを*着し終えたら、シスナムを«用する曲に必ずシステムコンプザグレーシ s ン 
を行わなくてはなりません〇ハ-ドディスクに两するセットアップは自動«に行うことも 
できますし、自分で拉定することも可能です < 1?«の*^方法については5•の Hard Disk 
の項目をお tt みください。 


フロッピーディスクドライブ 


WlnSoolcPro 本体に内 a されている 3.3 インチフロッピーディスク K ライブユニプトは、3 


モードにて動作吖能なため 720 KB / 
ましては MS - DOS 6.2/ V のューザ*- 


にて動作します：胖しい«用方法につき 
ズガイドをご * S ください。 


■フロッピーディスクの取り扱い方 


3 J ィンチフロッピーディスクはたいへん西いものです。取り扱いにあたっては十分注意: 
を払ってください。 * 着してあるフ〇ッビーディスクを使两しつづける殤合でも、 コン 
ビュータの電甬をオフするときには必ずその贿に 3>5 インチフ □ ソビーデ<スクドライブ 
(以下 FDD と*略）のイジ*クトボタンを押してフロッピーディスクを取り出し、保存に 
遽 S な場所に保管してください〇以下に示すのはフ〇プピーデ< スクの取り扱いに M して 
の注意事項です。 





フロッピーディスクドライブ 


いならば、そのフロッビーディスクを，害き込み«止にすることができます（ライトプロ 
テクトする）。 

ライトプロテクトを行うにはフロッピーデ<スクの裹供を上にします（フロッピーディス 
クの中心に金«の円«が見えるほうが裏供です>。一方のカドに下 H のようなブラスチ7 
クの移 ft ? せることのできるノ7チがあります。 


55込み可粗状眈 

鲁き込み#止ノプチが-上飼”になゥているとき（上团の左がわの状 fflj は、フロッピー 
ディスクをフ 貧ーマット したり，窬き込んだり、その上のフ TY ルを麻•去することがでさ 
ます • 

害き込み«止ノッチが••下 IT になっている（四«い穴が闋いている状想:1と、フ〇ッ 
ビーディスクのデータを*去したり、上窨5したり、どんなデータも追加する：：とはでき 
ません。 

■フロッピーディスクの FDD への出し入れ 

フロッビーディスクを*着する場分は、ラベル面を上俩にし、シャッタのあるほうをさき 
に FDD の中に律人します • フロ7ビーディスクを正 L く ft 着できた場合は、 FDD イジエク 
トボタンが«ぴ出します〇フロ フ ビーディスクを取り出すと J には FTO イジエクトボタン 
を押して、フロ プ ビーディスクを取り出しまナ。 




B § 75ドライブ 









■ 3 モード FDD の使用方法 


lVMBookProl±M»crow>ft - MS-DOS - Veuion6.2/V の3モート•紂応ユーチイリチイ 
UOMFD) をサポート L ています。 

«用的な DOS/VW にて使用可能なフォー マプ ト7201 CB と I.44VIB に加えて I.2MB フ t 一 
マツ トのフ □ブ ビーディスクの!#み書きを可86にします。 

WsnQook P/o を3モード対応にするに;りの方法が*)り1す， 

1. CONFIG . SYS に組み込む方法 

C0NF1OSYS に F のI行を*記します a 
DCVICE=C：«)0S¥1024FD.EXE 


2. MS - DOS プロンプト上にて組み込む方法 


DOS ブロンブト状*にて TK のコマント•を入力します。 
1024FD<Emcf> 


ユーティリチィは 12MB のフォーマプトディスクのリード/ライトのみ奄サ 
ボ-卜するもので，フロッピーディスクのフオーマットは行えせん。 H フ Q ッ 
ピーディスクからの fci* も行えません • 




1024FD が«み込まれてい公 tt ■の特 WlrxkJ 料の DOS プロンブトモードに TCOPY コマンド I 豐用す 
る塌金には，ベリファイオプシ a ン/ V は flf 用しないでください • Windows が P « it 作して. FDO 
データが«壤されたり、寅行中のアプリケーシ a ンが禳 IM » 了される可 tt 性があります • 









キ—ボー F • 
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•この聿では 
•キーポードの各部 
•キーボードを使う 
• エンべデッ ドキーを«う 
• システムフアンクシヨンキー 
(システムの機能活用のための特別キー組み合わせ) 


ソー テック WioBook P / o とコミュニケ•卜するために、 キーボード 
は大切な役期€はたします0 

ソー チック W 的 SooJc fVo の キーボードは、日本 H キーボード 
<106 キ ー) と 互換性を持って います《この 章では この キーボードを侵 
いこなすための方法* K 明します 0 


キーボードの各部 


以下の H は Win 800 *cPro コンビ 1- 夕のキーボードをあらわしています。 


文す入カキー 


Ul 1^1 lil U3 ,1211 CJjlkl ^JKO iUH| UD^m\ ^Z2 'D'D'CS 

I 圃 I 通型.國國圖圔漉！ 通] _鱼1團1望 
_里瞳哩I圖里_豳圖廬圃酗删 
龜盟團翻 _lf 釅豳矓翮_腳虱一 
團騸腳廳_舰_里睡麵画 
网9回 SlglBBPI 晬 13 


D 


以下の各®分はそれぞれ次のように«舵し i す0 

■ファンクションキー （ F 1 … F 12) 

各ブログラムにより、これらのキーはファイルをセーブ、 D — ドしたり，オンラインヘル 
ブを酉面に*示さ甘たり、ブ〇グウムを終了さ甘たりし S 十 0 DOS におけるこれらのキー 
の微期は（その他にブログラムを 動作 させていない伏8!で、》 MS-DOS のマニュアルに» 
明されています。 

■文字入カキー 

荚 a 字またはカナ数字キー{アル 7 t ニューメリフクキー）ともよばれます0これらの 
キーは，この拿で r 明する使いガをのぞちょうど，イブライタと«じ使い方*■しま 


■カーサキー 

カーサはタイプする文字が次に*示される場承を示す、固面上の小さなシンボルです 0 
DOS と DOS のアブリケーシ，ンにおいてはそれは a 常点滅する下繚（アンダーラ <ン> で 
す〇 Windows, またそのアブリケーシ b ンにおいてはそれ的に••力ーソル • と if ば 
れ，たての練と L て表示されます。アブ U ケーシ a ンプ〇グラムは力ーサキーIまたはマ 
ウス}を使用してファイルの中身を固面に表示し、 ft 理を行いたい場所を指定するのに使 
明されます， 









キーボードの 各部 


■その他のキー 

いくつかのその tt の微 ffi キーについて、この奉の中で JR 明されています。 

この章の終わりにシステムのについて K 明を行っています。このセクシ a ンで U マイ 
クロプロセッサのスビードの変更や、システムコンフイグレーシ a ンをよぴだすなどの操 
作についてのキー組み合わせ（キーコンビネーシ a ン1を一*にしています。 


3章キ—ポ I ド 
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ボードを使う 


多くのキーの*は、使用しているアブリケーシ a ンブログ，ムによって*わってきま 
す。このセクシ*ンではほとんどの MS*DOS コマンドで共通であり、また一*的なアブリ 
ケーシ 3 ンブ〇グ9ムでも通用する使い方を解投しています〇 
このキーボードは DOS/V 上でのキー}§作に対応しています。 

日本*入力に期する胖しい内容は••日本»人力”の項目をお«みください0 

■文字入カキ_屏 

文字と数卞をタイプするのにこれらのタイブライタキーを使用します。ただし、文字 
“蓮 • と tt 字 T 文宇と数字- 0" を«间しないように注意してください〇 3ン 
ビュータはこれらの文字と»字;;！••遑うもの••として区91します。 B 違えて入力するとコン 
ビュータの》瑁銥果として期待とちがったものになります • 



•集に使用するキー释は一»的なワープロ、ダイブライタでの使い方と共通です。 



<スぺ•スバー>キーを押すことにより、琛在のカーサのある場两にスペース 
を!•人し、カーサを I スペース分右に栘 tt します。 


(TST1 


ii « a < Tah > (タブ）キーを押すことによ〇、力ーサを次の Tab ストップまで 
移動させます。一部のブログラムでは、 Tab キーを押すことにより、_上の 
次の項目に移動するように使われることもあります • < Shl / t >+< T * b > によって 
カーサを I つ«の Tab ストップにさせることができる場食もあります。 



< Emcr > (エンター）キーを砰すことによる動作は各アプリケーシ a ンにより 
かなり興なります。アプリケーシ a ンによ〇ては、タイプクイタのキャリブ 
ジリターンと同じ»作をする場合もあ！)ます 0 つまり、カーサは I 行下にさが 
り、■■の一香左に移勸します，その«のケースでは • <&«»>はコンビユー 
夕で動作しているプ u グラムの動作を決定させるように« われます w たとえ 
l / Ernw により、新しい M 面を表示させたり、鲁想をブリン，に出力したり、 


などです。 



ほとんどのブログラムで 、 Bickspace {パプ クスべース〉キーは力ーサを|ス 
ペース分左に動かし、その場所にあった文字を捎去します。 



ート）キーはふつうは力ーサのあるところの文字、または右俩の 


文字を渭去し、右俩の残りの文字列を左に移動させます。 



キーボードを使 o 




使っているアブリケーシ a ンプ〇グラムが力••サ移 B 機能を持っている場 
合、ソーチック Wif > SookPro のキーボードはカーサを»かすために2つの方法 
を*供しています。 

•右 T にある、4つのカーサ移勛キーを®う 
- < Fn > f < PgUp >> < PgDn >、< Home >> < Eml > にて ttW する 
〈多くのアプリケーシ a ンプ〇グラムはまたカーサを林 »3 せるためにマウ 
スまたはステ< ブクボイン，を使うこともできるようになっています •） 

各キーはそのキーに WW されている矢印の方肉に国！！上のカーサを移_させ 
るのに ttffl します • ほとんどのアブリケ—ン a ンにおいて、これらのキーを 
用いてカーサを移動させても K 面の内 S は*化しません。 

また < Pn >4 ■カーサキーにて Kffl のページ切り轚えのキーの嫌能として«閉す 
ることがでさ t す。それぞれのキーの前面に四角で囲んであるように«能し 
ます〇 

■シフトキ_など 

これらのキーはその他のキ••と組 a 仓わせて使用されます。 a とんどのアブ 
リケーシ3ンではこれらのキー単体を押しても«の動作もで$ません。こう 
いつたキーとして* cShift > 〈シフト〉、 < Clft > (3 ントロール）、 < au > (オル 
タネート、オルトとも t います。）、 < Fn > (エフ J1 ヌキー，フ T ンクシ3ン 
キーから F 12> と区別するためこのように雷います。}があります。使用 
する場合はその也のキーと共に押すようにします。たとえば < Ctrl >4< C > を人 
力する場合は、 < Qrt > を押しながら < C ^> キーを押します。 

ほとんどのブログウムでは、英»モードにて < Shifb •はちょうどタイプライタ 
のシフトキーと R じ使い方を Li す。っまり、大文字を人力したいときには 
その文字のキーと共に < Shift > を押し i す。しかしながら、 CAPSciv クの状臁 
にあると S に U < Shift > と共に文字キーを押 t と小文字が入力されます* i た 
四角で囲まれたキーく NumLk >* < ScrUc >.< Homc > l < End >,< PgUp >.< P £ Dn>ii 
< Fn > と組み分わせることでさせます 0 

J たフルキーボード （ KJ 6 キ ー> の右コントロールキーは < Fn > f < Oji > にて人 
力できます ♦ 


Shift 



キ—ポ I ド 
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■トグルキーのなかま 


トグルキーと呼ばれるこれらの年一は、1囬押す:：とにより、それぞれのキー 
も袴つ2つの状®を W り曾えることができます e ステ'-，ス LED は3つの縹瓛 
トグルキーの現在の状®を*示してくれています t 各 LED が点灯していると 
i はその状®が有动になっていることを示し i す 0 J た日本»人力莽有の卜 
グルキーについては、 ** 日本济人力 • にて辞しく说明しています。 


T 〇 a,u I]*(Tssi 

i _ y siHflL 


英 ft そードにて Sfcifl を使用せずに大文字 ( A - Z ) を入力したいとさには、 
< Shift >+<€> Lk > を押してく ださい。 CAPS ロツクがオン〇ときに < Shift > を使 
うと小文字が人力されます。 CAPSO •，クはその U かのシフト町鮑な文字に対 
しては I '層 t 出しま甘んたとえば4を CAPSCT プクがオンのとき〖••押すと4が 
人力されます.， J は人力されません。 


I 1 イ P11] 

'I 


プドを使用できる状*に I 
いてはこの章の後ずにある, 
みください ♦ 


ドキーパッドを «! V •の項目をお« 


I 回 」 .fTTin 


—# のブログラムでは、 SOILD フクによってカーサの利»に M する動作力哎 
ゎゥたりします。たとえば、53は力""サを一行下に移«させるのではな 
く，カーサを®かさずに表示内！？を I 行分上に移動？せるように史化します。 


Cnvtrt I 

[f}} 


文字を t イプすると、通常はカーサのある場所に文卞がインザートされて， 
その他の文字は e に押されて移®してゆきます。いくつかのブ a グラムでは 
"タイプオーバ（上書 W ••のモードを！*供しています0この場合、タイプさ 
れた文字はすでに烏るカーサの上にある文字を害き換えていこのよ 
うなプ〇グラムの縟 fr 、 一«的にこの < In « n > キーを使ってタイプオーパ（上 
書き）モードとインサートモードを切り#えることができます。9常はこの 
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キーポー ドを使う 


場 6•、インサートモードなのかどうか t 示すため B 面に*示が現われます ♦ 

■ファンクションキー 

ファンクシ a ンキーはキーボードの一番上の行にあ01す e これらのキーの 
W 箝はあなたの使用しているプログラムにより決められます。 

MS - DOS では、たとえば<1=3>を押すことにより IS に DOS プロンプトであな 
たがタイプした3マンドをもう一度 R 示させることができます。•押 
すことでもう一*このコマンドを*行することができます UB ^ diipico にて 
M すこともできます J 。 

■エスケープキー ^ 

_ K 

Isr 1 Ctso キーは-ェスケープ••年一とよび、それぞれのアブリケーシ a ンプ〇グラ 
) \\ ムによっていろいろな B 的に使われます。いくつかのプログラムでメニュー 

を S 示していると J に < H * c > を押すと現在のメニューをぬけだし、一つ »* の 
离いメニューに移ることがで S ます P 

DOS においてはコマンドをタイプしたあとに （< Emcr > を押す曲に> < Esc > を 
押せばパ *7 クスラッシュ（日本»モードでは V ) S * 表示？せてこのコマンドを 
キャンセルすることができます,.ここで<&««>を押せば、 DOS ブロンブトに 
R ることがで> ます 0 
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ンべデッドキーを使う 



キーボート•の中で、エンぺデッドキーパフドの#分は2っの這った使い方があります • 
•* 常の使い方 u ， k のキ-"など） 

•数字キーと L て使う （ M や♦、一など）ほとんどの場合文字入力4一としてこれを*う 
事になるでしょう、けれど UTW やスブレフドシートの中で、たくさんの ft * を入れた 
い場合には NUM ロックモードにしてこのエンぺデッドキーを®うことがで i ます。そ 
れではそのモードについて»明しま十。 

教«データの入力 

エンべデ 7 ドキーパッドを ft * キーとして使用することにより、数觎データの人力を* 
♦にすることができます • JiUMO , クそードにするには < Fn >4< Num > を押します。ス 
チータス LEIWN _ Uck マークの LED が.«1する<1単を参两.1ことで、 fttt が入力で 
きることをホしています。 






システムファンクションキー(システム制御キー） 

Win 800 kPro コンビュー ，の キーボー ドにはいくつかのコンビューダの®作を KS するた 
めの 重*な櫬 能があります。 

■システムコンフイグレーシヨン 

Ctrl 丄 

< 

i 


シス，ムコンフイグレーシ a ンをスタートさせた ft とは、必ずシステム f リスタートしなければなり 
熏せん。アプリケーシ a ンプログラムで u データをセーブし • プログクム e 餺了させてください。そ 
うでない塌金テータの谓失することがあり t す。 


司 


: Ctrt >^< AU >— cS > S •押すことで、システムコンフイグレーシ a ンプログラム 
tX タートさせることができま十。システムコンフイグレ-シ a ンプログラ 
k により、システムの状想を決めるための议定を行うことがでさます。さら 
二辞しいことについて、は5章の 1 •システムコンフイグレーシ3ン”の項目をお 
毫みください & 



キ 


■バワーマネージメント 

/ T ■’ 

[iyj + p«j 


<Fn>^<E«>t 押 十 ことで • パプテリの使 州 時 ■を ttft させるためのサスペン 
K •レジユーム、スタンバイの供(6を校定するバワーマネージメント （ PM ! 
メニユ • を呼び出すことができます*さらに詳しいことについては5韋の"シ 
スチムコンフイ グレー シ a ンて項 EJ をお R みください 0 

■クロックスピードの選択 


M + 


< Fn >+< T > を押すことで、 m/>BoolcPro コンビユータの CPU のスビードを高い 
速度 ( FAST ) から ft い it * ISLOW ) に切り»えることができます，丘い3 
度にすることでよりバッテリの ffl * を»えることができます。この®^を行 
うたびにクロプクのスビードが切り譬わります。 
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■サウンド音置調整 


"Vs グ _ ys 

Ml + s 

< Fn >+< F 2> を柙すと、 1» HH ■ウンドの裔量をァップできます 0 < Fn > f < F 3> 
を押すと逆に下げることができます。使用するァブリケーシ a ンによって 
は、このを独白に*更するものがあります。その場舍はァブリケーシ a 
ン中の音量»定を fltffl して# ttg し直してください0 

また、 Windows での音1の順6は、このシステムファンクシ3ンキーの代わ 
りにサウンドアブリケーシ3ンの中のボリュームコントロールブログラムを 
使用してくださいサウンド機能を®うをお«みください）。 

■表示切り If え 

< Pn >^< Pl > を揮すと現在の*示教匱を TCDO み' XHT のみ"、 " LCD-CRT 
の釅に切り替えることがでさます。 CUT を»«していないとこの切り瞽 
えは有场になりません。 

なお、网時*示、 LCD のみの各*示方式は、 LCD て •» 示できる最大の解? t® 
で表示していると >だけサボートされます。 


50 


日本語入力 


日本冊 MS-DOS 上にて文字各稽を人力する方法について151明します0 


: 


(Microsoft - MS-DOS - Vcnioo6.X'V) 

■文字をタイプするには 

ここでは、ひらがな、カタカナ、アルファベット， ft 字、 K 垮などの入力方法について R 
明し1す* 

SS の下方に現在の入カモー K を表示しています。準供として <Ah>^< 漢字>を押し H 本» 
入カモート•にしてください0解除する方法も同じです。 


i 


入力方式 
大きさ 
文字 tT ) 櫓麯 

学霣襯陡 


1. »の種钃 


人力でさる文字の植》は、大きく分けてかなカナ*数のあります。 


ft 示 

モ -K 

切瞽や— < トグル） 

かな 

ひらがななどの人カモード 

<ひらがな> 

カナ 


< snin >4< カダ# ナ> 

夹 K 

英数等の人カモード 

<美 


2. 大きさ 

入力できる文字の大 i さは竿角、仝角の2«»あります。 


豪示 

そード 

«?替キー <トグル） 

率 

t 角入カモード 

<半角.•全角> 

全 

全角入カモード 

<争角.•金角> 



半角文字の輟は縈角文字の半分です0 i たひらがなと*字には「分扪しかありません、 
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かな人力 a 、 人力する文 r のキーをそのま t 押します，たとえ or や j を人力したい場合 
は <や> を押します0 

ローマ字人力は、ローマ字をタイプしながら人力します〇たとえ ur や j を人力するには 
<丫></1>の•番で押します。 

■かな入力のしかた 

かな人力は、キーに印 B されているかなを 直接 押す::とにより行います0その基本的な方 
法を授明は次のとおりです。 

澴镶として POST のモード*示が r かな人カモード」 < r がない伏® I になっているかを確 
かめます。ローマ字人カモードになっている場分は、 < AU >^< ローマ字>にてかな人カモー 
ドに します。 

基本的にキーの右«の文字はかな x カナモードのとさに入力でさ、左例の文字は* 数 モー 
ドのとき入力が可鉋になります 0 またキーの下*はそのまま、キーの上*は < ShUt > を押し 
ながら押すと入力できます。 











日本詔幼 


1) ひらがな 

<ひらがな>を押して、 rtiai 下のモード S 示を「かな J にし、»推そのかなキーを押して人 
力します。小さなひらがな（あ、い、ぅ、え、*、つ、ゃ、♦、よ、を〉の場含は、 
< shift > を押したままそのキーを押します ♦ 

2) カタカナ 

かタカナ>4•押して函面下のモード表示を「カナ」にし、そのかなを押し人 
力します 《 小さなカタカナ （ T 、 ィ、ゥ、ェ、 才 、フ、ャ、ユ、 a 、 ヲ）の場舍は 
< Shift > を押したままそのキーを押します。 

3) »字 

<芙数>を押して、圓面下のモード表示を「英数 J : します 9 «いて、人力したい数字キー 
を押します。 

4) アルファべット小文字 

<笑败>を押して、圃面下のモード表示を r 英 rj にします。«いて、人力したいアル 7 ァ 
ぺフトキーを押します。 

5) アルファべット大文字 （1 文字） 

<英数> を押して • 匾而 r のそード*示を「夹 BU に L ます c K いて， < Shift > を押しなが 
ら入力したいアルファベ 7 トキ ーを 押し 1 す。 

6) アルファべット大文字{通縞） 

く买数>を押して、〇囿下のモード S 示を「英数 J にします c 錶いて、 < swn > を押 L なが 
ら<英教>を押すとロフクがかかります0そして人力したいアルファぺ7トキーを押 I ま 
す〇 

7) かな紀婦 （r j •ヶ、•、へ I ：、 c など） 

<ひらがな>4•押して， S ® 下のモ_ド表示を「かな J にし it 。 期いて、入力したいかな 
K 牙キーを押します。 

8) 英記号（し翁，$,%，'&, •など） 

<头&>«•押して、 HffiT のモード表示を「英 ttJ にします。蛾いて、入力したい关 BK 号 
キーを押します 9 


BBI キ—ポ I ド 
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■口 _ マ字入力のしかた 

灌*として«面 F のモード狡ポが n- マ字人カモード < r が表示されている}になってい 
るかを*かめます 0 かな人カモードになっている場含は— マ字>で〇— マ字入力 
モードにします。 


英数モード 

< Shift > ♦このキー=棼 
このキー=3 



< Shift >+ このキー=】 
このキー =] 


かな、カナそ_ド 

-入力できない 
-入力できない 


一 <Shift> + このキー ■ 

-入力できない 


基本的にキーの左«の文字は英数モードで#知になり、右侧はかな記号のみ有効になりま 

す。 


1) ひらがな 

くひらがな>を押して面面下のモード*示を「かな」にし、人力したい文字の〇-マ字を夕 
イプします ( W : 「や J なら < Y >< A >> • 小さなひらがな 
(あ、い、う、え、ぉ•つ、ゃ，办、ょ）の場倉はそのローマ字の前に <x> を，イプし 
ます⑽:「ゃ J なら <XxYxA>> 。 

2) カタカナ 

<カタカナ>を押して、再面ドのモード*承を「カナ J にして人力したい文字の a —マ字を 
，イプします（濟：「ヤ J なら < Y >< A >) 。小さなひらがな 
(ァ、ィ、ゥ、 x 、 才 、プ 、ャ 、ユ、 a ) の場合はその n — マ字の前に <x > をタイプし 
ます f 例: r ヤ J なら <XxYxA>J 。 

3) 数宇 

r かな j、r カナ j、r 英»」いずれのモードであっても入力することが町能です 0 


4) アルファべット小文字 

ぐ典数>を押して，爾圓下のモード表示を risftj にします，技いて、人力したいアルファ 
ぺプトキーを押します。 
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日本語入力 


5) アルファべット大文字 （1 文字） 

<*»> を押して、 S 面 F のそード表示を l*ftj にし R いて、 <swn> を押しなが 
ら入力したいアルフ T ベ 7 トキーを押します。 

6) アル7ァベット大文字（連纊） 

<英数>を押して、 a *® 下のモード*示を r 英»」にします。硖いて、 < smft > を押しなが 
ら <英&>を押すとロックがかかります 0 そして入力したいアルファべ7トキーを押しま 
す。 

7) かな C 号 < し J •ヶ， • 、 t など） 

<ひらがな>を押して、 W 面下のモード表示を「かな J にします。 * いて ％ 人力したいかな 
E 兮キーを押します， 

8) 芙 E - (1,¢，#，$，、'&，•など） 

<英»>を押して、面圍下のモード表示を r 英 ftj にします。校いて、入力したい英 ttie 号 
キーを押し i す0 

■漢字を入力する 

Micrasofl - MS-DOS - Vmion 6 ユの添付マニュアル "0 本 Jg 入カガイド MSIME ••に入力方 
法が 8 d « されていますので、ご参照顧います。 

■コード入カモード 

M » cm«oft • MS-DOS • Vc « ioo 6.2 /V の逢付マニュアル••日本*人カガ< ド MSIME ••に入力方 
法が E 載されていますので、ご*照顆います。 


1^1 i T ボ—ド 
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バツテ!； • 



鲁この m では 

•パツテ I ；パックを 充霞ずる 


•パツテリパックを使う 


•パツテ y / r クーをる 
•パツテ L / パックを交換ずる 


ソーテック VV / rtSoo ^ Pro コンピュータは 100*240 V 単相の交液電源 
から AC アダプタを使って tt 動するか、烹たは内蔵の充電式バッチリ 
パックにより、 IBB する事がで#5す0この意で 《 AC アダプタと 
パッテリ電*についての一部の靈璺な»明と淌賛電力の ft •滅（パ 
ワーセーブ）の方法 t 含め解脱しています • •はじめるまえに•にあ 
る各注*:などをご理解!*いていないようでしたらお K みくださ 



バッテリで動作させる 


システムが出*?れるときには、内蔵のバフテリパックは光電されていません。パブテリ 
でシステムを動作させる期に、パ，テリパックの充電を完全に行ってください。 

■バッテリバックを充*する 

コンビュータにパプチリパブクを装着し AC アダプタを*狭し、充 HLED が！*色点灯状穿 
になるまで、その3まにしておきます。聚增を充電するには»2時 W 30 分かかります。充 
電は: J ンビューダの ft 用中でも行われます0 

■充電 LED 


LCD* 面の下«のまんなかにある 充電 LED は、現在のパプチリパックの状®を示していま 
す。もし完全に 充* されていれ <XLEDU 鳒 ft で A 灯しています。オレンジ fe で点 JT してい 
ればパフチリパックは 充鼇 中であることを示しています。パッチりパックが人っていな 
い，またはバッテリパ7クが入っていても AC アダプタカ 囀* されていない 場 灯し 
ています D 



LEDJO 成灯 | 状® 

オレンジ色.由.打 

パプ*?•リパックは充電中で突仝;こ充電はされていません • 

好色 A 灯 

パブテリパソクは満充蕙になっていま十 f 

梢灯 



■バッテリパックの充 a モード 

WfriBoo*Pro コンビユ_，ではパ7テリパプクはシステムがパワ*-オブでもパワーオンの 
ときでも 急速 充1を行います。 













パッテ U で動作させる 


■バッテリの放電の状*を知る 


パッナリパックの使用中にパッチリの残置が少なくなった場 fr (〇-バツテリ）、以下の 
2つの方法でコンビュータが蕃冉を癸します。 


• 電源 LED が好からオレンジに変化する 
• 約16秒ごとに"ビッ"という#がする 


これらの警告が茫せられた場合には、すぐにコンピュータのデータをセーブし、 AC t ダ 
ブタでシスチム4才7にして充電を行うか、バッテリバブクを交換してください{この窣 
の後半のバフテリパフクの交換の項目をお H みください〉。 

また、パ7ーマネ-ジメントメニューにおいて BaocryLi>w: の項目が Suspend に〇定されて 
いる場合，システムはパッチリの?»がたいへん少なくなったと S に自動的にコンビユー 
夕の現在*行中のプログラムを停止し、サスペンド状®に入ります。 Baticry Low：0*y 
が WamOnly (瞥吿のみ）になっている場含にパフテリパフクの溶:*がなくなった時 
.4 でシステムは電源がきれてしまいます。 

システムの利用をされる場 fr には ACT グプタを裉鑛し，バッテリパックを交換して 
ください0 AC アダブダを接«、遏鬣が確歧されたのち、キーポードを押すか、鼇薄ス 
イツチを押してレジュー厶させてください。 



# ローバッテリの tt ■の**操作堯繕»すると、操作中のヂータの濂失あるい tt プログ9ムファイルな 
どの•肩失を ff う15それが ft り，す。 


■バッ テリのパワーを》約する 

コンビュータの使い方により、パフチリパックの使は*化しまナ。パブテりパブク 
の*力を®約するために以下にいくつかのヒントを示 L ます。 

• LCD の职明■めて WinBooftPTO コンビュー，の各情*砵品を使用しないと i には ID* 
を切ってしまう0 

•パワー能を活用する（5韋に松明されています> „ ft にグローパルスタンパイ 
そードでは消費電力 S* ft めて少なくすることが可*です c 
•サスペンド•レジュームモードを«用する。 

t た以 T の行為は#!費電力の増大を相きます •> 

• ハ—ドディスクまたはフロッピーディスクをアクセスする • 

• メモリを追加する（オプシ，>11八\1モジュール〉。 

•CPU にたくさん計算をさせる•: W* に計算を行わせるブログラムを*行するより、ェ 
デイタなどのブログ9ムのほうがより消**力が少なくてすみます）。 
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サスペン 


ーム機能を使う 


サスペンド•レジュームモードをパワーマネージメントメニューにて1沢する （5 拳の”シ 
X テム]ンブイグレーシ a ン••の項目に说明されています。）ことにより、 ] ンビ1-， 
をオフの状*にしてもサスペンド伏@に艨持させることができます • この機能を使うと、 
たいへん少ない電力で、現在使用中のオペレーテイングシステム、アブリケーシ》ンをそ 
のままの状簾でメモリの中に保持させていくことができます。コンビュータをオンにする 
と、元の状 s に a 爆させる事ができます》 

ただし、少*の奶でも*畤閜放量しておくとパフテリパックの電力は？ fl 費されているた 
め ％ コ ンビュータを長時閡サスペンド伏〇にしておくことはおすすめで>ません。 

■バッテリパックを交換する 

このセクシ a ンでは、どのようにしてパッテリパックを交換するかについて R 明していま 


このコンビュータ霹用のバ7チリパック以外の電油を使用す恭と，爆発、火典の fi るおそれが A リま 
^|pT すの T+ 分ご ii 意ください • ソー 爹ック魏正の ソー テック Pio コンピュータ專用バッチリ 
パック f ご使货ください • 》た_パッテリパックの分《壤.火中への校入、 mm . «子の is 鎢な 
どはII於に行わないでください • 


コンビユー，力 TB 作している状» (サスペンド中も含みます）では、 AC アダプタを播貌 
して AC アダプタから霉*が供捃されているときのみ、バッテリパックを交換することが 
で#ます〇 


B パクテリパック t 交_する的に，霄深 LED が US に威灯していること t お»か® くだ 
さい，鲦 t たはオレンジの«鳙ではパッチリバ7クの交換 UT き t せん0もしこのよ 
うな塌含はコンピュータのデータ t ディスクセーブするか. AC アダプタ鼇さしこん 
で、アダプタからの電潭供篇を行ってください • 


r の交 ft は以下のよ 







を裹 4 


リで動作させる 



3) パッテリパックが少した上が*)ます〇で、その a ま離かにバフテリパックの前方 
向の 緣を 持ち上げて取り外します， 



4) 交換用のパッチリパックを*着します。パ 7 チリパックの 鴆子囬 がコンビュー，の 
に m かう方 m にして、 バフ テリパックの後ろ*！の突を光に«着エリアにあわせては 
め込みます。そのあと期の®分を®かにはめてゅき、パッチリバク取り外しボタンが 
ラッチするま で鼹 かに 押 し込みます。 







システムコンフイグレーシヨン* 
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籲この章では 

• システム j ンフイグレーシ3ンについ r 
• システムコンフィグレーションをスタートさせる 
• ノ r クーマネージメントメニューをスタートさせる 



ソーテック wheookPTO コンビユ•夕に«み込まれているシステム 
コンフィグレーションブログラムは、 碁 本的な各 WIWEt 確 B した 
り、»3：を# 更 したりするために使用されます0また、メモリの® 
量. オブシ a ンを着 K 、 CPU のスビードそ変5、システムのセキュ 
リティ、パワーマネージメントの Mr 定 5 B などその他の目的にも# 
用されます。 

この章ではシステムコンフイグレーシ a ンプログラム奄スタートさ 
せ、使うまでを败明し*す。 



システムコンフィグレーションについて 


W 的 8 ook 巧0コンビューダは、オフの扶«でもいくつかの«薺な情«を記豫しています。 
シスチムをスタートさ甘るとき、いつもこの情報がシステムに R み込まれます ♦ 
システムコンフイグレーシ3ンブログ，ムは以下の項目を行うことができ: t す。 

• B 付と畤 K を史更する。 

• 增投したオプシ3ンの状9を BrtE する a 

• Sfc 存のハードウエアの*能を奕®する ◊ 

•パスワードの K 定更を行う， 

•パフテリの使罔時間を長くするため • バワーマネージメント ( pm ) «鉅を使う。 

また、現在のシステムの校定状»を知るためにシステムコンブイグレーシ a ンプログラム 
を«うこともできます •> シスチムコンフイグレーシ3ンを终了させるときには Jftg された 
内容をシステムに反映させるため、システム U 必ずリブートされます c このと S 以翁にメ 
モリ上に存在していたすベてのブ a グラム及びデータが消*しますので、ご注意くださ 




システムコンフィグレーションをスタートさせる 


システムコンブイグレーシ a ンブ13グラムはメモリの中に貫駐しています。これをスター 
卜させるに WDOS プロンプト 《つまりアブリケーシヨンプログラムや、 Wlndws の実行中 
ではありません）で < Cm > 4 < AU > 4 <5> を押します。システムコンフ< グレーシ a ンメ 
ニューが以下のように現れます c 

このメニューは一*上の行に示されるような各サブメニューにその日的に応じて分れてい 
ます。 


，サブ 〆 二- 


f StaMax^ frffarcnoes VGA Menory Potertot Defiulta 
Sy« xw “奶嫌 12:00:00 


Bas« Mcaory 
bctmled tfeoory 
Shado* Ucwory 
Reserved Meoor/ 
Toul \Uaory 


7168IS 



—Peripherals 

CON Port A 
StickPointer 
LPT Port Address 


CDNl(3F8h) 

Ehkble 

lPn(378IO 

Ehalbe 

Installed 


, - Dri 


Diskett« Drive A 



Type CyU Hoods SPT IZait Prect*p Siza 

Hard Disk 1 



ESC to exit - F10 to save chances 


明 


装 3 •されてい tHDD 爷メモリのにより上 J 2 の表承内 K は！！際のモデルと II なる壜 
含が骞け黧す》 


現在の校定の状況が一*となって囡面に表示されています。それぞれのサブメニューはブ 
ルダウン式に*示されます。 

これらのサブメニューは左右のカーサ移 IS キーにより、それぞれ還沢することがで>2 
す。眩定したい項目のサブメニューに移動し、今#は上下のカーサ移®キーを押すことに 
よって、それぞれのサブメニューの中の各項目を選択します。また < Esc > を押すことによ 
り、终了サブメニューに移動することができます0 



シ 

h 

□ 

ン 

フ 

イ 

グ 

レ 

I 

シ 

3 

ン 


■Standard (スタンダードサフメニュー） 


このサブ/ニューには以下の»定項目がありますむ Kigw 容の* e を行う上卞力ーサ«釣 
キーを押して希望の項目に*®カーソルを移肋？せ <£ oum > をタイプします。 
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1 )Date 

カレンダの日付 t* 更します。表示されているのが，現在股定されている日付です〇変 
S の必*があれば、左右カーサ林動キーを*つて*更したい月、 H、 年のところへ方_ 
ザを移動し* R 字キーを使って希望十る H 付を人力してください • «宇は月/日/平の順 
香に*んでいます。入力が終わったら、 <Emcr>S •押しまナ。*更せずに元へ庚るとき 
には<&〇を押します。 


2) Time 

時針の時«を変更します。我示されているのが現在設定されている咚刻です。 * 更の必 
雯があれば、左右カーサ移»キーを使って宏更したい時、分、秒のところへカーサを枝 
»し、«字キーを使って希 a 十る時籾を人力してくだ？い。数字は時••分办の醎*に並 
んでいます。人力が終わったら、 <Ei«er> を挿します0饔更せずに元へ霣るとさに a 
<E*o を押します。 

3) COM PortA 

コンビュータの背面にある、シリアル: K ートコネクタのボート@を行うことがでさま 
す。通常 UC 0 M 1 ：3 F 5 hl に ttsg してお# i す。«明されるアブリケーシ3ンブログ， 
ムの fflft などにより，このボートを*更十るときには上下力ーサ«®キーを使用し 
て、 COMI から COVM までを変更することができます。なお、シリアルボートを3 
ンビュータ上から a えない设^にすると s には DiwWc を選沢してください*選択を％ 了 
したら、 <Ento> を押してください 0 变«せずに元へ R ると > には <Esc>f 押します〇デ 
フオルト Shg では COMU こなります。 


4) StickPointer 

シリアルマウスを««して使. HI したいときには、この K 定 t® 更して内*ステイプ 
クボイン，を®作をしないようにすることができます。«明するソフトウエアによっ 
ては、ステイ 7 クポイン少とシリアルマウスを接*している場合，常にスティックボイ 
ンタを*先的に検出して_作してしまうものがあります • このポート»定を*更すると 
きには上下*力ーサ移 ft キーを使用して、 Di»Wc と EniWe にを««することができま 
す遵衣を宅了したら、 <Rmco を押してください。変更せずに元へ R るときには <E«o 
を押します。デフオルト»定では En*hk になります〇 

5) LPT Port Address 

プリンタボートのボートを行うことができます。 a 常、ボート»定 au>Ti 
(37» h ) にしてお$ます。使用するプログラムの«合により、このボート R 定を*更す 
るときには、上下力ーサ移*キー S * 使用して LPTI から LPT 3 まですることが 
できます。コンビユー，からプリンタボートを見えないようにしたい場合•は、 Disable を 
選択してください。選択を完了したら、 <£ mer > f 押してください 3 *更せずに元へ6? 
るときには < E » c > を押します。デフォルト R 定で ULPTI になります0 
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6) Diskette Drive 

7口 7 ビーデ< スクドヲイ （ FDD 】 の設宠を行います。 FDD の動作を強«的に孩止し 


たい場 fr にのみを«史することがで S1 す • * 常はこの»逆は M4MB としておい 
てください《»デフオルト位«では *1.44X18 ••になっています*; 


ます。ソーチック WlnBookPro コンビュータでは 


7) Hard Disk 

ハードディスクドウイプの#№4■行います。ソーチック WlnBookPro コンピュータでは 
この校•定は常に Disk は "Auto ••にしておかなくてはなりません。その位の B 定を行 
うとシスチムは正しく動作する：：とがで各ませんのでご注意:ください。 H Auio" を*択す 
ることで、 WirTBookPro は HDD の容量を自動的に E* しシステムを立ちあげ f すがハ~ 
卜•ディスクド，イブ (HDD) を交挟した場色は一*シスチムコンフィグレーシヨン t ス 
タートさせ HDD<r> 容*を確 ffi 後終了させる必*があります*デフォルト拉逆では- AuW 
になっています。なお，特別な CKg を行いたい蜗合は上下力ーサ移動キーを使用してそ 
の S 定を選択し、 <Emer>5 •押してください。 *S しない場分には <Esc> を拜します。 


8) Sound 

サウンド0路を禁止します。 PCMCIA スロットに利のサウンドカードまたは弊社 MMU- 
20004 ■»« する押にはこの K 定を •THxibtc” に L ます： 

これ以外の場合* U 常に- EmWc" にしておきます。デブ*ルト14定では M Enablc" です。 

■Preferences (プリファレンスサブメニュ ー） 


このサブメニューには以下 
キーを 押して希 a の 項 u に 


r の BTE 項 I 
こ汉転カー 


目があり2す0 e 定内容の*更を行う上下カーサ移《 
ソルを移肋させ < E / wcr > をタイプします0 


1)Quick Boot 

リ七ット時に行われるメモリテストを行わずにブートを行うように lift します。これに 
より、より早いシステムの立ち上げを行うことができます。チ X プクマーク ••が 
Quick Boc •の*示の左*に*示されているときにこのが_きます，ここでもう一* 
<Et*U!r>t» せばこの*能を解除 t ることができます*デフ♦ルトではこの機能は禁止 
されています。 


2) Typ^matic Rate 

キーボー ドのキーを神しつづけた i さのオートリビートの閜隔を胶定します。30文字/ 
秒 (30 CPS) から2文字 /fr (2CPS) までを暹択でさます。好みの胶定を行ってくださ 
い。カーサ上下 «B キーを押して*択し、<£««>を押します •> 狡定を行わない場合は 
<Eso を押します0デフオルトでは I0CPS (10 文字/抄》の3¢に拉定されています0 


3) Typematic Delay 

キーポードのキーを押してからオートリビートの始まるまでの11¢時間をします《 
250ミリ杪 {250ms) から10005リ汐 (lOOOmi ) までを* f? できます0好みの R 定を 
行ってください。ガーサ上 T 移動キーを押して選択し、 <Emci> を押します。 BhEtff 
わない場倉は <Eso を押します c デフ十ルトで liiOOnw ( 0 ^) の畤躅胶^になってい 
ます。 


システムコンフイグレーシヨンをスタートさせる 


5章システム n ンフィグレ—シヨン 
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4) Boot Password 

シスナム t スタートさせたときに、 *SS* のためにパスワードを tt 定することができ 
ます。この項目で <Enler> を押すとシステムがパス7— ドを入力するように聞いてきま 
す。4文字から8文字の ft さでパスワードを人力します。パスワードに使用できるのは 
英、»字キーだけです。 2BPI じパスワードを人力することによりそのパスワードカ 
け入れられます • パスワードは«かにメモするなどして、忘れないようにしてくださ 
い。次回のシステムの立ち上がり時に以下のよう圃面でシスチムはパス7— ドの入力を 
* 求してきます。正しいパスワードをタイプしてください< 鬻1った人力を行った場& 
は、3回まで再*求を行います。 3B とも閎違えた場合には、システムはリブートしま 


Enter yoor BOOT PAS 910 «) 


パスワードを S れた場合には、ソーチックチクニカルサボートセンタ f でご違絡くだ？ 


5) SCU Password 

システムコン*7ィグレーシ s ンメニューをスタートさせるときに、パスワードを ft® す 
ることができます0この項目で <Enl C r> を押すとシステムがパスワードを入力するよう 
に聞いてきます。4文字から8文字の長さでパスワードを押します，パスワードに使用で 
きるのは英、 R 字キーだけです。2囬 R じパスワードを入カナることにより、そのパス 
ワードが受け入れられます。パスワードは何かにメモするなどして、忘れないようにし 
てください次回のシステムコンフ< グレーシ3ンのスタート旰に以下の人力 Kifti 力嘴 
れますのでここで正しいパスワードをタイブしてください 0 間違った人力を行った場介 
は、3囬まで W* 求を行います c 3间とも* I* えた場合には、システムはリブートしま 


Enter your SETUP PASSWORD. 


6) First Boot 

システムはフロツビーディスク、ハードデイスクまたは 1C カードのいずれからもブート 
させること力可鼸です（ただし装着メディアが正 L くブートできるように害き込 f れて 
いることが必*です〉。 a 常はドライブ a のフロフビーディスクを ra に行き、もしメ 
デイ T が着されていなければハードデイスクからブートし、ハードディスクがなけれ 
ば 1C カードからブートを行います 0 上下カーサ移動キーを押してどのデバイスからブー 
卜を最初に行うかを K56 します。遘択を決定したら、 <Emcr> を押します c . を行わ 

ないときには <E*o を押します。デフォルトはド9イブ八つ，りフロ 7ビーディスクか 
ら最 W にブートを行うようになっています。 
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システムコンフィグレーションをスタートさせる 


■VGA ( VGA サブメニュー） 

このサブメニューには以下の BRg 項 B があります。内容の*更を行う上下力ーサ移 
»キーを押して希3の項目に反転力'-ソルを稃 ft させ， <Emcr> をタイプします。 

1)Display Mode 

外 Wcm •と LCIK) S 示をど〇ように行うかを设定します。 BOTH を邐沢すると CRT、 
LCDB 時に*示（サイマルデイスブレイ）し、 LCDJSI? すると LCD にのみ表示しま 
す。 CRT を*択すると CRT にのみ表示 L ます。上下カーサ移 勤 キーを押して選択を決定 
したら、く Emer>l •押し1す，故 Tg を行わないときには <cEsot 押してください。デフ貧 
ルトは LCD になっています。 

■Memory (メモリサブメニュー） 

このサブメニュ^•には以 r の R1E 項 B があります0 ES 内 S の*更を行う上下カーサ Wft 
キーを押して希 a の 項 m こ 反 K カーソルを移齡させ、 <Entcr> をタイプします參 

1)Cache Enable 

CPU 内部のキャ7シュメモリの lb 作を行うかどうかを較淀します c 特に必受のない M り 
これ UOcbcEnaWcO 状»で使用してください。キャブシュを禁止するとシスチムの* 
理スビードは« くなります，デフオルトでキヤフシュ栅建は生かされています。 

■Power Management (パワーマネージメントサブメニュー） 

この項目を道沢して <Emw> を押すか、上下力'-サ移動キーを押すとパ7— マネージメン 
トメニュー IPM メニュー）をスタートさせることができます：»しい内容はこの先の•パ 
ワーマネージメントメニューをスタートさせる•の項目をお嫌みください ♦ PM メニューを 
終了させるとここに*って>ます 0 

■Defaults (デフオルトサブメニュ—〉 


この目を選択して<£««>を押すか、上下カーサ移動キーを押すとシステムコンフィグレー 
シ a ンのデフォルト值を BK することができます。各找定項目の内容はは下のとおりです。 


Standard 

デ7♦ルト值 

明 

Dice 

No effect 

デ7★ル） *4i ありません 

Tiwui 

NoefTtci 

f 7 ォルトはありません 

COM POUT A 

COMI 13F«h) 

シリアルポートは COMI 故定 

StickPd4nicr 

Enable 


LFTPwt AikJfttt 

lpti urn) 

ブリン，ボー V は LPTI 

Dnhellt Drive 

144MB 

FDOCI.MMB 

Hud Disk 1 

Amo 

目 n 辟 

Soaid 

Entblr 
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■Exit (終 T ) 


この® D を還衣して上下カーサ ft ® キーを押すか、 < En ® CT > を押すと終了サブメニューが 
表示されます。内容を«更していなければ以下のような R ボになり、 < Eso を押せば 
システムコンブ r グレーシ a ンメニューを終了します，その K のキーを押せの®更 
を縧狭することがで> ます 3 


ESC to exit now Any othar kay to oontinue 


R 定を*更している場合は、以下のような R 示になります f . 


Do you wish to sav ^ your changes ? ESC to exit - ENTER to save and exit 
Any other kay to oonlinuo 


E 定内容をリチウム*池でパフクアップされたメモリに E 值させて終了させるためには 
< Emcr > を押します。システムをメモリに込んでからシステムコンフイグレーシ3ン 
メニューを終了させます a 故淀を変更しないで終了する場合は、 < E » c > を押してくださ 
い。突*を*韃する場分には«かその他のキーを押してください。 

なお、その tt のサブメニューを遭択中に < E «> を押すことで終了サブメニュー U 移勤する 
ことができます 0 またぜ10> を押すことで、メモリに内容を £* させることができ i 
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ESC to exit - F10 to avo changes 

現在のの伏 « が一*となって爾面に*示されています。それぞれのサブメニューはブ 
ルダウン式に衣示されます， 

これらのサブメニューは左右のカーサ»動キーにより、それぞれ灞沢することがで J ま 
す今 したい項自のサブメニューに»»し、今*は上下の力ーサ移動キーを押すことに 
よって，それぞれのサブメニューの中の各項目を*沢します。この時 <feo を押すと終/ 
のサブメニ; L 一に移ることがで5ます。 

■Controls (コントロールサブメニュー） 

このサブメニューには以下の K 定項きがあります。 Kig 内容の変更を行う上 f カーサ移 B 
キーを押して 希 S の項目に# S カーソルを移動させ、•押し f す。 

1)Power Savings ( パワーセーブ） 

シスチムのパワーセーブ費どのようなときに有効にナるかを R 定します。 Ah^ys を 
眩*すると、パッテリパフク - ac アダプタどちらの m* を«用していてもパ7-セーブ 
櫬絶はいっも有效になります0 Baocry を校®すると、パフテリパフクを使用していると 
きのみ、パワー セー ブ機能为嗜効になります。 Disable を拉定すると、パワーセーブ 
は_劫になります c 上 T カーサ移動キーを押して項 B を K 定したのち， <&» 比 1> を押し 






DisAb 


nys Ch 
■ays On 



Auto Suspend 
Vi(teo Monito 


パワーマ 

卜させる 
が以 T のよ • 


一をスター トさせる 


パワーマ不一 
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ます 0 »定を行わないときには <Eao を押しまナ《デプ•ルト»定は Always です。 

2) Power Switch (** スイッチ） 

蕙*スイフチの#鼈を切り簧えます0罐*スイ7チを押すことによりシステムをパワー 
オン•オフさせるか、サスペンド•レジュームさせるかそ*沢します 0 On _ Off を*択する 
と電*スイ/チはオン•オフ«砟になり2す， SuspcmiTtoumclr 道択すると**又イッ 
チはサスペンド•レジューム*舵になります0上下カーサキーを押して*0を選択 
したのち、 <& uco を押します。»定を行わない t きには < E * o を押します。デフォルト 
皎定は SiupcndHewnic :サスペンド•レジューム）です • 

3) Battery Low Suspend (バフテリ容■低下時にサスペンド） 

パッテリ容置が少なくなったときにシステムをどのように飭作させるかを遘«します。 
システムは*池容量が少なくなったとき自動的に電 SLED の色を!*からオレンジに*化 
させ、また力を B 約するため、 CPU の動作 3* を旺下させますこのとき，ス 
ビーカからは16沙毎にビフと咅が発生し i す0 WtniOnly を*択すると、システムは動 
作出来る限界众にてサスペンドします。 S«pcnd を還沢すると、ある «* 余格を持って 
サXペンドに入ります。チ x •フクマークV力 nBancryLow の农示の左*に*示されて 
いるときは SuspcfKJ (サスペンド）になり、ナ i フクマーク*が ft い場合は Wun 
Only (譬吿のみ）となります。ここでもう一* <Eni«> を押せばこの後能を切り替える 
ことができます。デフオルトでは Warn Only (警告のみ）となっています。なおメ 
ニュー®面の Ccntrols と表示された： 5J 目の BaUcryLw の項目でもその眩史を*眩するこ 
とができます ♦ 


丨 v ノびウレ•ンユー众ぐ w い go し、 

システムにはレジュームさせるだけの W 置つていません。必ず AC アダプタを»儒してから、レ 
ジュームさせて<ださい • 


4) Alarm Resume (時 WK ® によるレジューム〉 

あらかじめ投定した昤«にシステムをレジュームさせること力* 1*1 雄です。この機能を K 
定ナるにはアヲーム時刻のが必®です。この項目にてを押すと以下のよう 
な5忝が出て i てアラームレジュームを行うかを M いてきます。故定を行うなら上 T 
カーサ移動年一を押して**を Entbk (勳作許！^にして、 <Emcr> を押し f す c «にア 
ラームレジュームを； t 止したいならここで表示 ji^Diablc l«ih > となるようにして、 
<&^ゥを押します，4?¢が EnaMc になっているとチェ v クマークが AUrmReiumc 
S 示の左供!に現れます。デフォルトでこの*能は禁止されています e 


Use ARROWS to Enalbe/Dlsabie Alar_ Enable 


のあと以下のようなアラーム畤«设定を行うための*本がでてきますので希 a の咚刻 
S 定を S 更します。時•分のカーソルの位置を«更するには左右カーサ移»キー 










l 〇〇费 w じたで使用されるときは内 s がこもらないように imi しの 

ろにおいてご 使用く ださい V 内 解暹廬が 上!！ しすぎた場金に U 過熟保 «»■ 

し、シス，ムの動作スビート•が灞くなることがあります • このようなと霣にはシステ 



M LCO を«じたままご便用になった後、 M が下がらないうろに LCDIII ■を颺けて瓮用 
された壜含. LCD 上に表承のムラが現れる埸含がありますが、こ nutt 鼸ではあり t 


せん • しばらくたてばこのムラは鎌くなリ家す* 


6) High Spe«d Com Port 

シリアルポートにて9600 BPS 以上の*违なモデムなどをお使いになる場舍、または 
9600 BPS 以上の离連な FAXMODEM〗C カードをお使いになる場合■はこの項目で <Emer> 
を押し拉定を**してください。チェックマーク“ノ”が High Speed Cofn Port の表ホの 
左俩に現れた場合は、胃 BPS 以上の* «fe 送が町隹です。チェックマークが無い場合 
は9600 BPS 以上の高*シリアル転送中においてデータが正しく転送できなV、場 ft があり 
ます。デフ*ルトでは消*電力瞅溅の為チェ7クマークな LU しています。 

7) PC Speaker Enable (PC スビ ■ 力のオンオフ〉 

PC スビーカから出る音を禁止します。この項目で<&11«>を押すと81:¢の変更を行うこ 
とができます。チェ v クマーク **/• が BccpcrOo*Off の衣ボの左 H に珙れたと J はX 
ビーカから音が出る状» (オン〉になります。デフ f ルトで PC スビーカの音はオンに 
なっています。 


5) Cover Switch (LCD* 置を朗じたときの » 定） 

LCD を W じたときのコンビュータの動作を遘択することがでさます。 LCD を閉じたら自 
動的にザスペンド次®になる»定と、 LCD を«じてもコンビュータはそのまま»作を» 
ける E5g です。通常はサスペンド«定でご使用ください。肋作をしつづけるように K 定 
することで LCD を! IJ じて、外*キーボード、外部 CRT を#統して IVVtSck^P のをデスク 
卜•ノブコンピュータのように使うことができるようになります。この:«0で <E«ef> を 
押すと Swpcod または LCD OivOff の還択を上 T カーサー移®キーで行うことができま 
す。デフオルトは Suspend です。 


ゝ。*更が終 

だ：•い。 


それぞれの®を*更するには上下カーサ移動キーを使用してく 
たら <F«cr> そ押してください〇変史しないときには <Eso を柙 


一をスタートさせる 


パワーマネージメントメニニ 
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この機舵豪利颺して r 春るの cipc スピーカと呼ばれ黍纛の镶鼸と、 pcmcia カー 
ドから出力される酱の機味のみ Tti 






■System (システムサブメニユ ー） 

1 )CPU Idle (CPU のアイドル议定〉 

システムが一定吟 PJR 勘していないと利断した場かこ、自動的に CPU のク〇 •ノクスビー 
ドを®くするための癱IIです。この稼動していない特閭リ ミフ トの»定をここで行うこ 
とがで&ます。この項 BT<Hmer>4 •押すと 4 枚から 16 秒までの遘択を上下ガーサ移動 
キーにて行うことができ 1 す，この »«6 耷使用しないとさには Di»We を選択してくださ 
い。希3の畤簡设 S の位!■で < Kiuct > を押十と B 定されます。を行わないときには 
<E«> を押してください。デフォルト aDisabte (期止）です。 

アイドル伏®《クロプクの下がった状 sn でキーボート•を押十などアクシ a ン t 起こす 
と CPU のスビ_ドは自動的に元の«*に««します。 


M メモリの中だけで針霣を行うようなプログクム t 寅行している場含に C の ！ fct を行う 
と， Mitt 镰の轜出が正しくで#ないことがあり. CPU のスビーち T し重い貧 
す。このようなと#に“ CPU m»TU D < Mb»e にしてご使用ください， 


2) Global Standby (グローバルスタンバイ） 

シスチムが一定時閜«動していないとした場合に、自動的にシステムの各部拙の* 
«をオフにしてしまうためのです。このと J システムは動作を停止I、表示 （LCD 
と CRT1 はしなくなります。 

この* ft していない時間リミワトの校定をここで行うことができます。この項目で <En- 
!«>を押すとI分から16分の閡での jg« を上下勿 ー サ移動キーにて行うことができます • 
この嫌能を使用しないときに UDhuble を還してください。希望の時 WK 定の位置で 
<Emer>5 •押すとされます。»定を行わないときには <Esc>t 押してください。デ 
ブ*ルトは Disable です0 

グ a — パルス，ンバイ状® でキーボー ドを JTt ■など T クシ a ン t 起こすとシステムはグ 
ローバルスタンバイに人る以讲の状想に a 埽します， 


H メモリの中だけ？針霣 f 行うようなプログラム％賞行してい ft 場含にこの Ittt 行う 
と' 梅 fctt ® の檜 w ゲ正しくで，ないことが•り.グ a - パルスタンパイになってし 


まうことがあり tt \ このようなと#には G _ Sta _!« UC > sabie にしてご使用 



3) Auto Suspend (才ートサスペンド） 

システムが-•定時 *« 動していないと利断した場合に、白»的にシステムをサスペンド 
させるための機能です0このとさシステムの B 作は停止し、 RW も消えます〇館出のグ 
ローパルスタンバイよりさらに枘 費* it は少なくなります。 

この«動していない*$明リミットの K * 定をここで行うことができます。この項 

lcr > を押すと I 分から605}•の W での遵択を上下カーサ移»キーにて行うことができます„ 

この供能を使用しないときには Disiiblc を*択してください。希 S の KfWB 突の位 B で 
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H メモリの中だけで It 霣 € 行うようなプログラム奢*行している場合この l»f 行 
うと k 锖 fcj« •の櫓出ゲ正しく T きない;：とがあり、サスペンド状轚になってしまう 
ことがあり家す*このようなときに ClAutoSuspondl « はにし T ご使用くだ 
さぃ. 

4) Video Monitoring (ビデオモニタリング） 

上1£3植嬢のバワー七ーブ機鼈を使用していると#に，アブリケーシ a ンプ〇グ，ムに 
よってはこの供 ffi をしたはうがより効果的にパワーセーブで i る場 ft があります。 
この項目で < Eniei > を押し、チェフクマークが VldcoMoftkorl 坤衣づ•くの左羹に現れ 
ると、この*能が生かされています*デフすルトでこの*能は禁止されています0 

■Device (デバイスサブ メニユ 國） 

このサブメニューには以下の狡定項0があります。内容の変更を行う上下カーサ移 K 
キーを押して希 S の項目 U«S カーソルを移®させ、 < EnU = r > を押します。 

1)Video (ビデオ部） 

一定»問キーボードからの人力をしていないとした場合に，自 K 的に LCD . CRT 我 
示回»の««をオフにする«轮です P このと i シスナムの表示は渭えますが、動作は縑 
•しています。この項目で < Emcr > を押すと丨分から J 6 分 i での時間遘枚を上下カーサ移 
勛キーにて行うことができます。この•使用しないときには Alw» y »On を狀しま 
す。<&««>を押すとされます。デフォルトで Ah ^ ynOo になっています。 

2) Hard disk (ハードディスク部） 

一定畤閜キーボードからの人力がないか、ハードディスク俠用がなかったと科»した 
埸台•に自動的に HDD の電源をオブにする後能ですこのと SHDCW 笔通はオフになり 
ますが®のシステムの動作は継嫌しています，この項 BT < Emer > を柙すと1分から16分 
f での咚問*択 t 上下カーサ移 B キーにて行うことがで Site この«(6を使用しない 
ときには AlwayjOn を遵択し1す0 < Eiuei > を押すと B 突されます。デフォルトで Aiwa ” 
On になっています众 

■Defaults (デフオルトサブメニユ •） 

この項目 tat 衣して<& 1 〇>を押すか、上下カーサ移勳キーを押すとパワーマ冬ージメントメ 
ニューのデフすルト隹をることができます，各 iiJttE ® S の内容は以下のとおりです。 


-1 


< Ehlcr > を押すと狡定されます f 設定を行わない時; 
ルトは Disable です。 

サスペンド状 ffl からの復帰（レジューム）はキーホ 
スイプチを押すかにより行うことがでさます（アラ 


t ーム 、 モデム鼉 ftlf び出 
数秒を必雯とします r 


システム n ンフィグレ—シヨン 


75 




この項目を*択して上下カーサ移動キーを押すか， < Er « er > を押すと終了サブメニューが 
表示されます， tt« 内容を«更していなけれ IXW 下のような表示になり • <E«> を釋せば 
パワーマネージメントメニューを終了します。その他のキーを押せ iXg«g の資史を継*す 
ることができます。 





























サウンド機能を使う • 



參この章では 

• サウンド機能の_ 

• WINDOWS でのサウンド懺能利用 

• DOS でのサウンド微能 

• サウンド醬能の再インストール 



ソーテック WinSookPro コンピュータ能サウンド機鳜を«戴 
しており、この*能して音解の取り込みや再生、など f 
行？ことができます。 


サウンド機能 


tVLnBookPfo には16ビフトスチレオサウンドをサボートするが搭*されています。こ 
の機能により、撩*した S 響* S あるいはマイクから音声を»眘し、編集、再生させるこ 
とができます。 


■内»スビーカ 


内«スビーカはモノラルのみの機铯 （ L チヤ本ル〉です〇このスピーカからは以下の5植 
»の8リの音*から耷をサウンドミキサ撇*にて合出力することが可能です0 


音の»生* 

nm 

PC スビー办 

m 来のコンビュー，にゥいているいわゆる-ビープ音••を萁牛す 
る音声です。 

PCMCU，- ド 

PCMCIA 力ードから«生する音声で十，ただし， PCMCIA で资 
の ft 生め niitt な力‘ドを嬤着し、適定されている場合に* 
ります • （モデムカードなど） 

デジ，ル，ウンド Ittt 

16ビツト DA コンパー， t 使用したせウンド P1 路からめステレオ 

再免齎声〇 

マイク入力 


UNE IN 人力 



それぞれのナヤ本ルは ミ キサ回路を経由して音量:が調 n され、增««を a じてスピーカに 
»«されています。 ミフ クスされた裔声は < Fn > wF 2> と < Fn >^< F 3> にて***整十るこ 
とがです 0 (3 寧をご* ください》 

■外部スビ_力纗子 

ステレオ外»スビーカをこの*子に »« t れぱ、ステレオサウンドを W 生することがで> 
ます。出力されるサウンドは上 E の内«スピーカの»明と网じでナ。 

■マイク入力纗子 

モノラルのマ f クをこの*孑に裱«すれば、マイクからの音声をコンピュータに取り込む 
こ i ができます《 

■LINE INtt ! 子 

cd プレーヤなどの g 響供器の uNEOirn •チ出力を:：の}*子に»«すれば、 SWR 5 の音 
声などをコンピュータに取り込むことが町齙です。 












Windows でのサウンド機能 


ハードディスクには Windows の下で各*サウンド#能を角用するためのいくつかのブログ 
今ムがすでに * 供されています0このブ〇グラムを利明していろいろな升ウンド嫌能を 
楽しむことができます。 



響又辯風凰 
麗晨 


L, _I 

以下のようなアブリケーシ a ンが提供されています WinAw * での SM » の « ea シスチム 
ファンクシ3ンキー （3 章キーボー K の! R 明をお»み T さい。）の代わりに以 T のアプリ 
ケーシ a ンの中のボリュームコントロールを«用してください。 

• 再生中の耷量とステレオパランスを 調® する、ボリュー厶コントロール 
•音声を & S * E * しファイルに Sfl する才ーディオレコーダ。 WAV 、 AUD フォーマヮ 
卜のファイルを W 生する微能 t あります 

• 各 音声 ソースの« 音 時の 音*、 パランスを 謂* するレコーディングコントロール 

•再生畤の各音声ソースの音鼉、パランスを*整 t るミキサ 

•より長咚«の»普を可能にするエクスチンデッドレ：ダ 

• 各 憧 オーディオファイルを収納し管理できるオーオクリップ，イプサリ 

•おしゃべり鼇卓 

•おしゃべり時財 

•史綱を告げるチヤイム 

• 2つの音声アラームのついた才ーデイオリマインダ 
• おしやぺりストプブウ t ブ乎 
•» り呤 R を告げるおしゃべりタイマー 


サウンド機能をつかぅ 
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DOS でのサウンド機能 



ただし FM シン七サイザ«轮によるミュージワク演* A 能は鑄$ません， 


また、プログラムの M 時には以下の IRQ 、 DMA 、 W ) ボートに投定3れていることをお 
»かめください 0 


1|〇ポートアドレス： 220 H 
IRQ チ Y ネル： 5 

DMA チヤネル： 3 


ご利阁になるブログラムによってはこの K 1£ を行えないものも 
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サウンド機能の再インストール 


す c すると最初の AudioDrWr のインストール B 面になります0 

すでにインストール済みのサウンドドライバ、アプリケーシ3ンを変更す 
る.通常の便用においてはこの«轮を用いて K * の*更を行う必饔はあり 
ません. 

1 , Windows をスタートさせ、 AixlioApplicaxiofu プログヲムループを ffl けてください。 

2. Sclupf イコンをダブルクりフクしてください 0 1たはこのアイコンを灞沢して< 
Emer > を押してください。 


最初の AudioDriv« セ 7 トアプブ Wffi が 91 れます。 




-を作成 


この作茶に a システムから作成したバッ 
内するバフクアフブの作成を行って* 4 才 
してくだ5い ♦ 

パフクアフブ搡作により作成された••才 
爆に Windows 用のサウンドドヲイパとアブリケーシ3ンを J 
トールすることができます。 


ドディスクに冉«<ンス 


■ SETUP プログラムをスタートさせる 


HDD に W もサウンドドライバがインストールされていないとき 

I . WlfKtovvs をスタートさせ3す* 

1ブログラムマネージ Y のくアイコン IF ) ><プ r イル名を»定して実行 〖 R ) >t 


6 a サウンド機能をつかう 




lAudioDrive ドライバとアブリケーシヨンのインストール 


11下に示すのが Audk > Drive セ7トアフプ tt * です0 


Setup inslafls the Audio Applicationt and dnvct on ^ous computer 
&nd Keipt yoo deterrmnc Ihe cocved setlngt foi AudoOrivc 
Katcfcware 

Setup con lequiie thdt you retlaft Windom 

r Windows « HS-OOS applications, please 


If fou aie luvwiing o4hef 1 
dos« them bdoce conlir 


dot€ the* I 

Choose (he 
completing 


Eb( button lo enl th«« «nlup pfogi^m belocc 
installdlion. 


Eipt 


:: omimie をクリフクすればこの作*を « 行， Exit やクリックすれば作貧を中止し" 
tows へ裙ります • 

この2つ H のセットアッブ B ® では•一番上のポタンを押すとサウント 4 ドライバの 
卜*-ルを行うことができます（もしすでにドライパがインストールされているなら 
選沢してドライバを朗除し、 Windows を W 了して再*スタートさせ 
呼びこのセ7トアップをスタートさせてください〉。 2 H 目のボタンはサウンド • 
ケーシ a ンをインストールします MB 目のボタンで*在インストールされている’ 
ドドライバ tWmdows から朗險することがです： 














特別な必 S が*いかぎ 1 )この AulomMlcBoitfdConn 纠 f«ion :自動故定 1 を押してドライバ 
のインストールを行ってください。この自齡_を行うことでシステムの 4* L « にあ b せた 
DMA チャ本ル、 I/O チャネル、 IRQE 定にてインストルを行うことがで5ま十0 
CustomBwmJC 伽 fifunaicm を選択すると以下のような S 面が？ I れますが、シスナムでは K 



inslattalion 


Remove Ihe AudioOfive dnvct Ivon your 
SfttM. 


Edit the Setup pcogian. 


サウンド嫌能の再インストール 


6皋サウンド n 能をつか5 
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定を*更して 





ません。 wa えてこの m 曲を選択し 
《タンを押してこの®面からもとに 



次の ■» ですでに外ウンドアプリケーシ a ンの組み込みが宅了しているならば . Resun 
Winder ボタンを押して Window を再スタートさせてください。まだの場合 UlnMtUSoA - 
wire ボタンを押してください〇 



■Software Installation 


SafhvwcIwuUwion ボ，ンをクリックすると以下の以下の S 面が我れ、サウンドアブリ 
ケーシ？ンプ D グ汐厶をインストールすることができます，この爾面でサウンドアブリ 
ケーシ a ンブログラムを格«したい TY レクトリ名を*定することができます u システム 
では PCAUDIO デフオルトとして使用しています。袴に必*が*い限りこのディレクトリ 
名を tt 用してください0デイレクトリ名が«定したら OK ポタンを押してください。 
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サウンド费能の再インストール 


AudinDrive 


I install the AudioDnve lallw^ie m Ine followina 

If ikmi to inilall the in a different directory . Iyp « 

9 hc Mme ol Ihe diiectoi ， bekow . 


OK 


抵^したデイレクトりがまだ ff 在していない場合は、 SETUP ブ〇グラムが自動的にデイレ 
クトリを作成します0 

サウンドアブリケーシ a ンプログラムが以«からシステム上に存在している場 &• 以下の 
ような画面が現れます。 


AudioDrtve 


Se 4 up K«s detected an ernhng ve 
soft¥NMe in Ihe dcsbndtwn diieclo 


wctuon ol Ihe AudMOrive 

<«， 

Choose Ihe Continue ballon M you mith to icmstall the soltw^re of 
if you won ! lo update youf exuting inslolaiion . 


If you W 4 MtA lo inttall a i 
Change Directory bu け o 


i copy of the sollwaie , choose Ihe 




その他のデイレクトリにこれらのファイルを烙«したい場合は、 Channel ) 丨 r « tory を選択し 
てください。 Continue を還沢すると次の BE が現れます。 


サウンド蠢をつかう 
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したい場合は 、 CofnpleteInxtalUtkm 




Custom Imulbiioo を遘択すると、以下の两面力项れます。 












サウンド格^の再インストー J レ 


Audio App » lh ： ation : ： i^tup 


；B _Audio Applications _ 

KHQHKl 


urn 


諮 _ 

Audk) CSp Cabialc 

Ibi&y 

m m 

StOM^tch Timei 


m 

Enlended 

Recordet 

H 

Renrirder 


トレーシ； I ンが完了すると、 
ンが現れ it * 


ttotr ル 


ready. 


insert disk #2 and press OK Dutton 


けてください。これらのアプリケーシ，ンを 91 のデイレク 
QuingcDirrclary を選択して* a のデイレクトリを指*してく 
れば*択したサウンドアブリケーシ a ンをインストールし 
以下の«面カャてきたら、••オーデイオアプリケーシ a ンデ 


格納したい場食は、 


6章サウンド III 能をつかぅ 
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オプションデバイスを装着する • 


•この簞では 
• SSHIRAM モジュール 
• 外部キー ; ff- ド .PS/2 マウス 
• 外 SCRT モニタ 
•PCMCIA カード 


この*では上 E のオプションデバイスの酱鷥方法について K 明して 
い蒙す。 


拡張 RAM モジュール 


.-夕は 8MB の システム メモリカ 1 コン ビューダの マ ザーボード上に鍉 
»ます〇このはかに 4MB の RAM ガードを2抆または、 J6MBRAM*- 
大 40MB のメモリを»ることができます， 


■拡張 RAM モジユールを*着する 


MAanHaililiiaNifll 




が出棗， 


ttttRAM モジ 1 ール t* 着するには 
U 拡張 RAM エリアのふたを期けます。 

2>モジュールを注*深く Itt ずつ*着します。 
3>狂張 RAM エリアのふたを W めます。 



拭* RAM モジュールの R 着後最初のパ7— オンを行ったときには，システムが以齣に K 
«していた RAM の容薰と現在の界量が一8しないため，圓面にエラーメ 7セージが S 示 
されます。この場合は、 <Ctrt>4<Alc>^<S> を押してシステムコンフ f グレーシ a ンブログ 
ラムを砰び出 L てください。システムは自動的に現在の RAM 容量を»み込み、 K 定を行 
いますので、ここでを押してその新しぃ RAXTSlKlg を E 懼させます。杯い r、 内界 
は3章の R 明をお R みください e 
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拡張 RAM モジユー, 


B 4 MB 鯊そジュール畜他のサイズの RAW そジュールと共に追加 r る塌含は必ず 
4MBIK«RAM モジュール t 上にして»•してください*下に«扇した場含 U 正しい〆 
モリ容量 f 得ることができなくなり寘す•ただし2枚の 4MB 鯊嫌 flAW そジュール t « 
鷥する壩含に U この限りではあり家せん 6 



オプションデバイスを装萧する 
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外部キーボード 


mrBook Pro コンピュータは外部キーボード用のコネクタを装著しています。 PS，2 用の 
キーボート’*置を* R して使用することがでさます。また、外®キーボードを嬢#してい 
ても内*キーポードは屑畤に使用することがでさます〇 

■外部キーボードを檯«する 


この先に* C « にコンビュ•夕奢サスペンン K •レジュームから鑪歐し、霣灞を切ってください • 


コンビ ュー タの背面の右■にある外部キーボードコネクタに、外®キーボードのケーブル 
t 差し込みます- 

コンビユー，の電濉奢オンにしたときに外®年ーボードは〇動的にコンビュータに e * さ 
れ i す- 

この n 部キーポードコネクダに別充りのキーボード•マウス**アダプタを推«すると， 
PS « rr ウスと ps /2 外部キーボードを问時に接«する;：とができるようになります。 



日本 IBM«« のキーボード•マウス摟鏟ァダプタをいになる場金には.キーポート- 
とマウスの赛示〆遂になるため. 年一求ードの麇赛捅にはマウスをマウスの畏示澜に 
は キーポ ■ド畓摻鐮してください • （内#性様が遑うため） 


■外部 PS / 2 マウスを接親する 

コンピュ^•夕の背*の右*にある、外* キーボー ドコネクタに外« キーポート v > 代わりに 
マイクロソフト PS /2 マウスを推«して使用することがでさます。 

コンビユータの電深をオンしたときにマイクロソフト PS /2 マウスは白動的にコンビュー， 
に E * されます* 


n PS 2 ▼ウスを■嬸このボ••►に接親した場含、内鼸ス爹ィックポインタは __ra 
±6れ、使えなくなります 0 ，た外«キーボ ー K •マウスアダプタ皆使用して PM マ 
ウスを接餃した場金は.内麵スティックポインタとウスを問時にする;：と 
ができ*す • 












外部 CRT モニタ 


外部 CRT モニタを**するときは、外 «CRT モニタのケーブルをコンビュータ背面にある 
外 »CRT コ ネ クタに接 «してください。 

システムのシステムコンフイグレーシ3ンメニューの中の VGA の LCD^CRTti 定が CRT ま 
たは BOTH の場合は、コンビュー，の*#を人れることにより、自酌的に CRT に S 示を行 
います。 LCD 校定になっている場合はシステムコンフイグレーシ3ンメニューにて LCD1 
たは BOTH の»定にしてください。眛しい«定の方法は5寧をお H みください。 
<Fn>xFI> キーを押すことにより、一時的に表示を LCCKO み、 CRTW み、 LCD CRTffl 待 
に®り鬌える：：とができます。胖しくは3章をお R みください。 


州 nBookPro コンビュータの LCD 间面表示だけでなく • 外 BVGA またはマルチ 
の CRT を接«することにより、 CRT において t* 示を行うことができ*す〇 
Win 0001 (Pro コンピュータに* 鞭、 表示で4る CRT は VGA 対応の CTH ■および、 VCJA 対応 
のマルチ尚* RCRTT す。 CKT のタイプにより Windows で表示可皰なド •/ 卜 R が変化し f 
す c さらに W しい内容については APPENDIX B のユーテイリテイの項目をお R みくださ 


■ CRT モニタを接«する 



7章オプションデバイスを装潘する 
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1C 力ード （ PCMCIA カード ) 


■はじめに 


そデムカードなどはそのまま使 W できるようになっていますが、 SRAM カードや ATA 力一 
ドは出費 状想ではでは使用で きないようになっています • これは SRAM カードや ATA 力一 
ドを « わないお* 橡のためにメモリをできるだけ広く 提供ナる という 考え方に基づいてい 
るためです 3 

PCMCIA 力ードをご使用になる方は CONFIG. SYS の内容をエディタを使って変更する必 
B があります • 

l?lV<X)NFTG. SYS の解皮については木体の HDD に霤 3 ； 込まれている WLADNflL TXT を 
お H みください。 


■ PCMCIA について 

PCMCIA は镌褥用パソ3ンなどに舲着して利明する K： カードを各懺»で共通に使明できる 
ように定められたにカードの規格です s この規格に»拠したメモリ • ハードディスク、モ 
デム、 LAN 力ードなど多くの力ードが R 充されています。 PCMCIA カードにはいくつかの 
華みに応じて «* が分れています。 

Pro コンピュータに aPCMCIA タイプけたはタイプ2を2枚まで装着でき i す, 
If い、タイブ3の力'-ドの場合は下 U のス〇ブトに一枚だけ*着できます。 

VV/hBoofrPro コンビュータには PCMCIA ガードを«着して、使用するためのコント ローラ 
回路と、上 C の力ードを»着するためのスロット**があります。 


B 翼なる钂路の 1C 力一 Kt 鶸舖 と、雋«灼にシスチムに_馑を 4 九る》それがあり 
寘す*ソー乎ックの嫌*する PCMCIA 灌鏞の力ート•奢必ずご使用くだ6い* 


■ PCMCIA 力ードの装着 

WV 78 oc ^ P / o コンピュータには、システムの 動作 中でも PCMCIA 力—ドを 麩 » t ることが 
できます。またソフトウエアドライバが自*的にそのカード tK 識し，装着の®後からそ 
の目的に応じて使困することが可能でナ。 



PCMCU カードの麩着のしかたは、次のとおりです。 



1 C カード {PCMCIA カー 


カー ドス ロプ トカバーを酮けます。 

希望するスロ7卜に ic カードをゆっくり律人します。上のスロットの場&左飼、下のス 
〇フトの場合右鳎のカードイジ王クトボタンが*び出すまで奥に押し込みます。このとき 
の ic 力ードはイジ x クトボタンと m じ(»1センチメール«度1外に出ます。 


M ic カードは实金に酱鶄された tt •でも.1センチメ ■•トル«外に用び w してい寒す • 
觯*に押し込まないようにしてください • 



システムが 動作 中で正しくガード用ドライパが 板み 込まれていれぱ、力“ドを差し込んだ 
と$にビープ*が〗 回 鸚ゥてシステムがカードを c « il 、 動作の 準供を 完了したことを示 
します（このビ“ブ 音は PM メニューにて BEEPER をオブに ttS していると*り2せ 
ん } 〇 

この後は a 常どおりカードを使用することができます。 

■ PCMCIA 力ードの取り外し 

1 C カードを取り出すときにはそれぞれの » きたい 1 C 力ードの 人って いるスロ 7 卜の イジエ 
クトボタンを押し込みます。 1 C カードは I センチメー トル«飛び出します。 



オブシヨンデパイスを装运する 


1 C カードを抜き取り、保管してください《 
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シスチムが tt 動中、 1 C カードをブログラムが使用中でなけれぱいつでも 1 C カードを抜>取 
ることが可®です 0 力ードを抜き取ると、シスチムからビーブ音が2屈鳴り力ードがシス 
テムから抜 i 取られたことを知らせます（このビーブ舂は PM メニューにて BEEPERf •才 
フに校^していると鳴り1せん）《 

■ソフトウェアドライバインストール 

PCMCIA カードを正しく 用になるためには、正しく力ードをサボ^-卜するためのブロ 

グラム»が拉安されていなくてはなりません. APPENDIX B をお a みください。 

PCMCIA カードソ7卜を手韆にインストールするためのソフトウェアが 填! ■されていま 
す ♦ シスナムから作成できるリファレンスディスクに.なソフトウェアが用意されてい 
ます〇 »しい及び 1¢甲方法については APPENDIXB ューティリテ < の項目をお» A く 
ださい。 





故障かな?と思った 5 • 


8 


參この樂では 

• トラブルとその対策 



ソーテック WnBook Pro コンピュータをご便用中に rat _?_ l と®われ 
る ff 状が起きた塌含、この輋をご確«ください。以下に13の tt 状に 
ついての®因と対*% K 明しますが.もしも WH が解決で#ない場 
合 U お貫い求めの*壳15かソ■テックテクニカルサボートセンタに 
ご榷 R ください* 


トラブルとその対策 


■霣*スイッチを入れても動かない 


弩えられる WW 


裱«してく 


性 の 電気鲁丛を wen ン七ン ト に* «して、 
動く かどうか 福 6 L てください， t し疋 業に 
動けば ACT ダブ ター が flW 章 している 可譫 性が 
あります：そめ 場 分は*お 買い求めの* 免® 

にご相ください • 


い♦めの*壳店に 


■画面に何も表示されない、または、 


電 a が入っていない • 


てく 


l ームを R や十い位貴 


デイスプレイは、田囲の am などの mi 
に；:つて， R 示が霞わる特性がありま十•ム 
ラがあるのは故*ではあり，せん0 


HDD から立ち上がらな 


ードライブにフロッピーディ 
クが入っている。 (A>NOSysrniRlrs 


システムデ/スタが！•人されていない， 










































トラブルとその対策 



■押したキーと違う文字が*示される 


考えられる » 因 

封 策 

CAPS ロック1 NUM 口 7ク 、•カデキー 
などの七7ティングが 两遵っ ている。 

各キ —i •日的の七 7 テイングに fr わせて くだ 
さい • 


■力ーソルが動かず画面が移動する 


対策 

SCRLC 3 プクを解除してください- 


































tf 筆 

コンセン}*玄たは-/ウグ 1 撺入してくださ 

V 、 

佴かキーを押してください t 七の坎»に嫛る 
はずです0省電カモードを使いたくないとき 
はレジ;ムまたはシステム3ン7 < グレー 
シ a ンを変更してくださ VV 


財策 


ブリン，一の人れてく 


樓纊ケーブルを正しく 


入れ 



し動かない場合には* 霣*を人れ fl : して 

T さい • 


を再投入してください v 
9用キーボード•マウス得娥アグプ少をお农め 
のうえ變相してください、变た咨アダプタに 
は nw キーボード辱明授裱コ 
ウス専用褫孅コネクタがあり 
スはプウス*項裱縝ポートに】 



•マウス楗较ァダブタをお求め 
，くだ冬 い。 

































トラブルとその対策 



■充電表示用 LED が点灯しない 


































こんなことをしたい 



•この章では 

• システム全体 

•画面明連 


ソーテック W / hBoo * Pro コンピュータ t ご使用になる際の代表的な 
嫌作法明しています。 


ム全体 


I スピーカの 音置を明 節したい 

• <Fn>^<F2>t 押すと 1R*« 置が ァツ ブ L ます。 

• dWcP3> を押すと〖段 《ff* が下がります。 

I スピーカから 音が 出ないようにしたい 

•<Fn>^<&c> を押して、 PM メニューを呼び出してください c 
•ajtttroli サブメニューの項目で上下カーサ移動キーを押します0 
•Beeper の項目の左*にはチェ7クマークが5示されます 

• <&«01>を押します。 

•Beeper の左«のチ i ツクマーク、”は消えます， 

•<E*o を押します。 

•<PI0> を押します* • 

•<E*oi 押します a 

•<Pn>—cE*o を押す«の»面に戾り、完了です0 


パプテリ*置が少な 



I サスペンド•レジューム機能を使いたい 

•<Pn>xEso を押して， PM メニューを呼び出してください。 

•Controls サブメニューの項目で上下カーサ移»キーを押します。 

•PtwcrSwiich の項日の右*に “Sii!pcfi^R«_c” と出ていれば、 <Ek> を 2 目押して供了 
します0 

• Power Switch の*目の右®に •OivOfT と出ているときは <Emer> を押し、 M Suspend> 
Resume” に®更します。 

•<E*c> を押します0 
•<FI0> を搏します。 

•<Fto^cHsof 押す前の函面に R り、完了です。 *# スイ7チを押してサスペンドする 
ことができるようになります， 


|サスペンド•レジューム機能を使いたくない 


前項の Power S 篡ぅ||： 11 の表示を 


に M してください • 


■ CPU のスビードを遅くしたい（一時的） 


>争必を押してください n CPULED がオレンジ色に点灯すれば CPU の：®*は•時的に 
:することができます c もう 一* <Fn>tT> を押せば元の連*に H ります。 
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システム全体 


■時刻•日付を修正したい 

• DOS コマンドによる方法とシステムコンフィグレーシ3ンによる修正方法があります。 

• |章の - U ンビュー少をス，ートさせる • の項目の DOS ブ〇ンブトにおける日付.時釗の 
1¢¢をご* ください。 

• シスチムコンフ Y グレーシ a ンによる変更方法は5車の “ DbU !、 Time ” の項目をご*く 


B 星こんなことをしたい 
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画面関連 


■ CRT との同時*示をしたい 

• CRT を*«して*瀚を投人してください。キーボードから < Fh ^ f < in > を押すと CRT 
のみの表示に切り蒈わります。 

•もう 一®< Fn >+< n > を押すと CRT ’ LCD の3吟表示に切り»わります s 
• LCD の待つ S 示能力を«える解®*では1对時 S 示は行えません， 

• システムコンフィグレーシ a ンのにより、常に网時狡示を行うように t ることも町 
梅です ♦ 5奉の SCU 、 VGA の項目をお«みください， 

■ CRT との同時表示をしたくない 

• キーボードから < Fn >〜 cFl > t 押して LCD のみの R 承に切り»え i す》またシステムコン 
フィグレーシ a ンのにより、 PII ? 表示を行うようにすることも出*ます。5章の 
SCU 、 VGA の項 □$ •お tt みください ♦ 



Appendix 
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Appendix A システムの仕様 




















Appendix B ユーテイリテイとドライバソフト 


システムのハードデ< x クドライブにはシ又テムをより快 a に*用するためのいくつかの 
ブログラムフアイルが害き込まれています〇ここで a そのプログラムやドライパについて 
の使い方を说明しています 6 


ディスプレイ関連 


■LCD 画面での表示 （ J3DX‘100/C} 

J3DX4-10(VCa80CH 600 K7 卜の*解**カラー LCD を搭載しています0 WhuJowstt 用時 
には 800x600 ドプトの表示を行うことができます。 

通貨の DOS/V または rBMPOAT のプログラムは、 640X480 ドプト以下の解**で表示を行 
います0この％合 LCD 上には Sffi が中央に調整されて*示されています • 00の余った® 
分には表示されません • 

■Windows 用ディスプレイドライバのインストール 


システムには R に Window* 用デイスプレイド9イパが組み込まれています • なんらかの« 
合で再*ドライパをインストールする場含には以下■のように行ってください* 

ドライバのインストールをおこなうには2撇類の方法があります0 W 等かの S 由により、 
逢切な WfnBook Pro 用のドライパ以外のものが K ってインストールされてしまい、 Wuh 
do 的が正常に立ち上がらなくなってしまった場食は、 "MS-DOS 上で Windo 嫌*セプトア7 
プを使う”方法をっかいます。 H WiQdows ft MS-DOS 6.2/V ユーザーズガイド • O 
“Windows の拡*とセプトアップ-の項目をお«みください0 


•Windows ディレクトリから以 T ■のように，イブします〇 
C: VWindowi>SBrUP>Enicf> 

•Siffl に R 示されるシスチム谓報のうち、上下の方向キーをつかってディスプレイ：の項 
目を反転表示にして <Emcr> キーを押してください。 

•上下の方阀キーを押して "♦WinBookP^xwxx* の*望するドライパを選択して <Eih 
let> キーを押します。 

デブ*ルトドライパは •WlnBoofcfV 0 80〇»600、256色，16ド •/ トシステムプ*ントで 
す《 

•もし上 E のドライパが見つからない場合はディスプレイドライバディ又クをドライブに 
セブトして、上下の方向キーをつかって•その億（ハードウ i アメーカが提供するディ 
スタが必資〉” t 選んで <Emcr> キーを押します。その上で希 * する ^WinBookPro 
xxwcx H ドライバを遍択してください。 

WiwJowa が立ち上がる場仓には以下の方法を使ってください 0 

• •メイン”グルーブの Endows セフトアップアイコン”をダブルクリックしてくださ 
い0 

• <»定〉のく基本ハードウェァの* *> をしてディスブレイの項目を上 E と R じ方 
法で*沢してください。 

• WnBookPra<0 邃切なドライバが ft つからない場倉はディスプレイト•レイパディスクを 
ドクイブにセブトし、••その他（ハードウェアメーカカ货供するディスク•費〉•を 
遭んで OIC をクリプケし、••その上で*望する IVInBoofc ProfT ) ドライパを遞択してくだ 



1 C カード関連 


■CardSoft インストール 

1 C 力ードを快適に使用していただくためにカードソフトを wt しています。システムには 
出* Ilf に カー ドソフトがインストールされていますが、 SRAM 力ードと ATA 力ード用のド 
ラ Y パはメモリの B 約のため、口ードしないように设«してあります。 SRAM 力ード、 
ATA カードを*用される場合には CONFIG . SYS ファイルのデバイスドライバ分を*更す 
る必•があります s 

CONFIG . SYS の内容は MS - DOS の EDIT コマンドまたは Windows のメモ帳などで«炫、 
変史力呵能です。ここでは EDIT コマンドを相用して变更する場合を示しています。 


M CONFIG.SYS €変更す豢埸合 U、 その«に必すバックアップファイル ICCWIG.OO) 
m 鼇お作りください*力ードソフトの CIW に WARNING メッセージが麇示され t 
すが，これ UP 戴で U ありません0そのままお使いくだ？い § 


C : V > CDVDOS < Enicf > 

C : V > DOSVEDIT < ENTER > 

CONHG . SYS 内の文を下紀のとおり変更してください。 


出*時の故: * 

<<その他の行>> 

OEVIGE - C：¥DOSyEliimEXE RAM X =€ Q 0 O - O 7 FF 
<<その他の»定行>> 

Dev I CE = C : ¥ CARDSOFT¥SSC IRRUS . EXE 
DEVICE « C :¥ CARDGQFT ¥ CS . EXE 

DEVICE 式 :# CAROSOFT¥CS^10C.EXE C:_DSCFT¥CS^10C. IHI 
ran OEVICE=C ： ¥C^DSOFTVATADRV.EXE 
『on DEYI CE«C: VCARDQOFTVSRAIORV.EXE 
DEVICES VC 明 DS3FTVCARDID. EXE 


SRAM カード、 ATA カードを使用する場分はリマークをはずしてください〇 
<<その他の tt 龙行>> 

DEVICES ：¥ D 0 SVEI « I 386. EXE RAM X -00 CO -07 FF 


<< その他の»3：行: >> 


review 
oevi 
DEVI 


IC£=C 
IC£=C 
DEVICES 
DEVICES 
DCVIC£=C 


RRUS.EXE 
• EXE 

VCMDSOFTVCSALLOaEXE C : VCAROSOFT¥CSMXOa INI 
『•EXE <» ATA カード用ドライバ 
.EXE <= SIWW カード用ドライバ 
¥ CMDSOFT > K ^ RDIO.EXE 



また、新たにデバイスドクイパをインストールしたい場合はリファレンスディスクをご活 
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この作 _ にはシステムから作成したバックアップディスケ 7 卜が0です。システム 
が富内するパックアップの作成费行つ r リファレンスディスクを作成してから作蠢に 
e りかか，てください* 




パワーセーブ関連 


■ POWER.EXE 

POWER.EXE はコンビュータの性能を*とさずに滴贄電力を低下5せるために取り決めら 
れた規格です。ソーチック_8〇〇*(内〇コンビュータは POWHR£XE をサボートしていま 
す。すでに組み込まれていますが、 MS-DOS の M* 品をお使いになる場仓にも必ず 
POWER.EXE を CONFIG.SYS に®み込むことをおすすめいたします c 

•MSDOS をインストールしてください w 

•CONFIG.SYS ファイルの中に以下の一行を加えます。 •D0SV と害いてあるのは 
POWER.EXE をコビーしたサブディレクトリパスを播定するためのものです0コピーし 
たパスをここで««してください6 

OEVI(X=C ： ¥DOSWKR.EXE 

•<CtrlVf<AICM<Dcl> を押して、 MS-DOS のみ込みを行い、この組み込みを有®にし 
ます。 

■APM 

APM (T ドパンストパフーマ本ージメント >はコンビュータの性®を#とさずに淌費■力 
を fi 下させるために®〇決められた規格です。ソーチック WinBMk Pro コンビューダは 
AFM をサポートしています， Windows をインストールされる場合には•カスタムセ 7 卜 
アップでインストールする • を*択し、システム情供の•コンピュータ，の項目が -M ふ 
DOS with APM - になるように還衣してください0 雄なる " MS-DOS" 狡定より、ァイドル 
時の大幅な消費電力の fi 下を実現することがでさます。なお，ソーチック州 nBook 外 d コ 
ンビュータにインストール W みの Windows は “MS-DOSwithAPM” に故 S? れています， 

■ PMEXT.SYS 

このブ〇グ9ムはソーテック VVinBookfVo コンビ1ーダをご使用中にサスペンドレジュー 
ムを行ったときに発生する畤 ft のずれを修正するための専用デバイスドサイパです， 
ソーテブク WlnSookfVo コンビ； l 一，はシステムには R に組み込まれていますがIすでに 
MS-DOS をお持ちの矯食はインストールを行ったのちに、このデバイスドライパを以下の 
ように組み込んでください。 


MS*DOSt f ンストールしてください 


ディスクにコビーしてください。 

CONFIG.SYS ファイルの中に以下の-行を加えます。 “PATHT と書いてあるの， 
PMEXT.SYS をコビーしたサブデ/レクトリパスを Jfr$ するためのものです。コビー 
たパスをここで梅«してください。 


•<Clrt>4<AJt»<Dd>4"ff して， MS.DOS のみ込みを行い、この*み込みを衡功に 
ます。 



Appendix C システムメモリマップ 
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